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土の 中の 馬 賊の歌 



を 聴いた しかした、 V 街の 地の 底で 聞え ると いふ だけで、 

どのへんで 唄って ゐる のか わからなかった。 

土の 中の 馬賊の 唄、 この 街の 人々 の 伝説 はかうな の 

です。 

馬に 乗った 馬賊の 大将が 従卒 もつれず たった 一 人で 

広々 として 野原 を 散歩した。 

その 夜 は それ は 美しく 丸い 月が 出て ゐた。 

馬賊の 大将 は 馬上で よい 気分に なって 月 を ながめな 

がら、 口笛 を ふいたり 小声で 歌 をうた つたり して だん 

だんと 馬 を 進めて ゐた。 

手綱 も だら りと さがった きりに なって ゐ たので、 こ 



の 馬賊を 乗せた 白い 馬 も、 のんきで 風流な 主人 を 乗せ 

て、 あちこちと 自分の 思った ところ を、 青草 を 喰べ な 

がら 散歩す る f J とが で きた。 

ふと 馬賊が 気が ついて みます と 自分 は 山塞から だい 

ぶ 離れた 草つ 原に きて ゐた。 

そして 其処 は 切りた つた 崖に なって 眼下に 街の 赤い 

燈火 がちら ほらと 見えて ゐた。 

『こんな 月 をみ る こと は 馬鹿らしい 遊び だ、 そんな 風 

流な 気持 は 俺達の 世界に は、 塵つ ばか リも 不要な 心 だ』 

急に 馬賊の 大将の 風流の 気持 は 風の やうに けし 飛ん 

でし まった、 いま 街の 灯 を ながめる と 急に もとの 狼の 



一方 山塞の 手下 達 はなに ほど 待って ゐて も、 大将が 

山に 帰って来な いので 大騒ぎと なった、 それまで 手下 

達 は 手分け をして 一 探しに でかけた。 

一人の 若い 馬賊の 手下が そっと 街に 忍び こんだ、 丁 

度 街端づ れ の 広つ ぱ にある 刑場の 獄門 の 下 をな に 一 J マ J 

ろな く 通る と。 

『おいく』 

と、 上から 呼びと める ものが ある。 

獄門の 横木の 上に は 探し あぐんだ 大将の 首 は 酒の よ 

いき げんで 手下 を 呼びと めた。 

二日酔 ひ でれ りつの 廻らない 舌で 大将の 首 は。 



唱を はじめた。 

あくるひ 

その 翌日 また 新しい 首が 殖えた その 翌日 また ひと つ 

首が 殖えた、 そしても の、 十日 も 経たぬ うちに 五六 十 

の 首が 獄門の 横木の 上に ずらり とならんで しまった。 

それが みな 馬賊の 手下 共の 首であった。 

『さあ、 みんな 揃った か、 さあ 陽気に 始めた く』 

と、 大将の 首 は 一 同の 首 を 見渡して 歌の 音頭 をと つた _ 

それから 賑やかな 合唱が 始まった。 

街の 人々 は 獄門の 酔つ ばらった 首が 毎夜の ように 合 

唱を 始めて 寝つ かれない ので、 なんとかして 貰 はなけ 

れば 困る と 刑場の 兵士に 苦情 を 持ち こんだ。 



八 1 ) 

お 寺の 境内の 踊り場で 男 は さんざんに 踊った、 疲れ 

てへ とくになる ほどに、 呼吸が せいぜいと 鳴り だす 

ほどに 手 を 振った リ足を 振ったり した。 

その 夜 は 月夜であった ので、 踊りの 輪 を とりまく 見 

物 人 もなかな か 踊り 見物 を 止して 帰らう としなかった 

ので、 踊り子た ち も 調子 づ いて 安心 をして 踊って ゐ た。 

一 本の 枯れた 松の木が ぎらん \ 白く 光って 立って ゐ 

て、 その 木に もたれ か、 つた 一人の 若い 娘さんの、 夜 



しんな りと 曲がった 風情 をして 樹に もたれて ゐた。 

ことに 男に とって 嬉しかった の は 娘さんの 着物が す 

ベす ベと した 絹物であった こと、、 まだ 肩 揚げが 羽織 

について ゐ たとい ふこと であった。 

(二) 

男 は 娘さんの 肩 揚げ を 発見す ると 急に なんとい ふこ 

ともなく 元 気づいて、 それから 二度 踊って から 思 ひき 

つ て 娘さんの 肩のと ころに 強く 自分の 肩 を うちつけて 

みた。 



しに 頰 冠の 手拭 ひ を かむ り 直して 鼻 だけ 出した。 

見 あげて ゐる 娘さんが、 いかにも 完全無欠な、 リっ 

ぱな 肉体に 見える、 その 足 もとに、 しょんぼり とやす 

んでゐ る 自分の 姿が いかにも、 みぢ めに 思 はれた ので、 

男 はぐつ とさかん に 眼球 をみ はったり 動かした りして 

秋 空の 一角に、 きら/ \ と 光って ゐ るいくつ かの 星 を 

見 あげた、 しかし 豆絞りの 頰冠 をして ゐる とい ふこと 

が、 いちばん 気が、 りに なって 悲しくな つたが、 さり 

とて その 頰を 風に 晒す とい ふこと が 気 恥 かしく 思 はれ 

たので じっと 何 か を 鉄砲で 射撃 を するとき の やうに、 

眼 を 片っ方 だけぐ つと ひきしめて、 びく，^ 頰を けい 



れんさした。 

男 はたい へん 慌て だした、 いつまでも こんな 状態で 

しゃがんで ゐる ことができな いこと も わか つて ゐ るし、 

また 手拭 ひ をぱら りと 木の葉の やうに、 とり 除いて そ 

の頰を 娘さんに 見せて 了 ふか、 手拭 ひ を かむ つた ま、 

で、 この 娘さんの 手 を 思 ひきって 眼 をつ むって ぐっと 

一思 ひに 握って 了 はう か、 ふたつに ひとつより 他に 分 

別がなかった からであった。 

(三) 



男と 女と がな らんで 草原 を 散歩した。 

男 は 河岸に 来たと きに、 水面の 月の 反射 を 怖れて 頰 

かむ りの 顔 を 水から そむけた が、 女 はいたって 平気に、 

水の 反射と 月光 を 正面から うけてぎ らん \ と 頰を 動か 

しながら、 でも 自分から 足 を 暗がりの 方に さっさと 向 

けて 河 沿 ひに 歩きつ > けた。 

男が 河岸 の 斜面 を 歩く、 せきこんだ 落ち こむ やうな 

感情に 上気して いま ゝ でたん ねんに 用意 深く 考へ 

『でも 妾が 若し あなた を 嫌 ひで あったら …… どうし 

て』 

娘さん は 小さな 低い 声で 男の 頭の てっぺん でか う 言 



『刃物で おどかし たって、 駄目よ 嫌 ひな もの は、 どこ 

まで も 嫌よ』 

あ、 なんとい ふす ばらしい 肩 揚げ だら うと 男 は 落胆 

をしながら、 つくん \ と 娘さんの 肩 揚げ を ながめし 

ぶ，^ とふと ころから 手 を 出して、 てれ 隠しに 引っぱ 

り 出した 皮 製の 万年筆 いれ を 月に かざして 見せた。 

(四) 

娘さんと 男と は、 声 を 揃へ て 黒い 土の 上で 一度に 笑 

つた。 



『むか ふに 見える 橋の 処に 行く までに 妾が、 あなた 

を 好きに なれたら ね』 

娘さん は 鼻で 斜めに 遠望され る 橋 を ゆびさした。 

夜の 中の 橋が 遠くに 見えて、 橋の 下の あたりに ご 

う，^、 とい ふ 水の 流れる 響きが 聞え た、 その 橋まで 

に 七 本の 電信柱が つ > いて 立って ゐて、 そして 一本お 

きに 殆ど どの 電柱に も 笠が なんにもなかったり、 笠が 

あっても 欠けて ゐ たりした 電燈 が、 上のと ころに ぴ 

かくと 光って ゐた。 

笠の いたんで あるの は、 みな 河原 遊びの 子供が 石 を 

投げつ けたので あらう、 そして 明りの 点って ゐる 電柱 



の つぎく の 電柱 は、 ぼんやりと 照らし だされて 背の 

高い 幽霊の やうに たって ゐた。 

男 はいろ くの 身 振 や、 言葉 使 ひや、 を 殊更に 注意 

をして 歩き だした、 こ、 ろ もち 男よりも 足早に 先にた 

つて 歩いて ゐる 娘さんの 肩の あたりの 柔らかい 曲線 を 

見て ゐ ると、 それが 様々 の 姿態 をつ くりだして、 しま 

ひに は 見て ゐる 男の 眼が ぐら，^ と 日射病の やうに、 

黄色い 眩惑に をち こんで しまった やうに 思 はれた。 

娘さんの 手 や 足 や 首 や 胴体 これらの 白い すべ /\ と 

した 肉体が 離れば なれに なり、 着て ゐる 着物 やら 羽織 

やら、 前垂 やら、 前垂の 白い 紐 やら、 半襟 足袋、 そし 



て 頭髪の ゴムの 櫛な どまで が、 いっぺんに 散リぢ りに 

離れて、 これらの 分れ 分れの 個体が 非常な 早 さと 勢 ひ 

こんで くる/^ と 回転 を はじめ、 これが 青 や 赤 や 黄の 

美事に 配色され た 唐草模様の やうに な つて しまったの 

かとさへ 思 はれた。 

ふいに 躍り か、 つて、 この 唐草模様 を そこの 暗闇に 

ねぢ 倒して その上に 馬乗りに なって 了 ひたい 逆上した 

血が 頭の 上の 方に ぐんぐ との ぼり、 ことに 太くな つ 

た 血脈が 両足の 爪先から 胸の あたりに 弓の つる を 鳴ら 

したと きの やうに、 強く 大きく 鳴り だした。 

『あ、、 大変な ことにな りか、 つてき た、 女 はだんぐ 



と 河原に おりて ゆく、 女の 足 を 夜風に 冷やしたり、 河 

の 水の ちかく を 歩かせて は、 いま、 での 苦心が みな ふ 

いに なって 了 ふ、 あの 女の 両足 を この辺の 乾いた 土の 

道路に ひつ 張り あげなければ 駄目 だ』 

男 はかう 考 へたので 女の 肩に 自分の 肩 をなら ベ て、 

それで 河 風 を さいぎって、 堤の 上の 乾いた 土の 道路の 

上に 女 を 歩かせようと、 すくなからず いらくと 努力 

しながら、 肩 を 櫓 皿の やうに ぐり ぐと 女の 肩に 動か 

した。 

『娘さんよ、 河の あまり 近くに 行って は 危険です よ、 

河原の 石が ころ/ \ してゐ ますから ね、 こっちへ いら 



つ しゃいな、 柔らかい 地面 を 選んで 坐り ませうよ』 

と 男が 熱心に 呼びかけ ると 女 はちよ つと ふり 返った 

なりで、 ぐん，^ と 男の 先にた つて 足早に あるく のが 

男 を 激しく いら/ \ させた、 男 は 追 ひすが る やうに 女 

の 丸い 肩に 両手 を かけて、 地べたに むかって 静かに 押 

へ つけたので 女 は 白い 一 一本の 足 をき ちんと 揃へ て 草の 

上に 坐って しまった。 

(五) 

足 を 女の 足の しろ さとなら ベ て つま 先のと ころ を じ 



つ と 男が みつめて ゐ ると 幾分 地面が 傾斜に な つて ゐる 

ことに 気がついた、 そして 背中に すく/ \ と 暗の 中に 

新鮮な 青 い 樹木 の やうな か たちが 大きな 掌 を ひろげて 

男 を どんと 突いた ので、 危 くがつく りと 前 のめりに 娘 

さんの 膝の 上に 頭 を 落して しま ふところであった。 

それと 殆ど 同時に 後の くらがりに 『ぼき リ』 とすば 

らしい 大きな 響きが して、 娘さんの 白い 腕が 男の 眼に 

いっぱい はまり こんで、 長く 伸びた 太い 白い 線が 重々 

しいまん 丸い 何 かの 物体 を 男の 膝の 上に 落ちて きたの 

で、 男 はぎよ つと 気味 悪く 思 ひながら、 じっと 自分の 

膝の 上の その 丸い 品 を 見極めよ うとした。 



る やうに 思 はれて、 そして また 壁の やうな 不透明な 幾 

つに も 切断され て 盛り あげられた 影が ふたりの 背後に 

ならんで ゐた。 

最初 は その 黒 い 影が 、 だんん \ と 不安な 冷たい もの 

と 変って きて しまいに は 黒 味に 一 点の 白 を さし その 白 

が 無数に 殖 へだし 散らばって 見事に 銀色の マリの やう 

に ふくれ だし、 果て は あっちに もこつ ちに も、 はっき 

リ とした 線 を も つてまん まるい 味 瓜が 描き だされた。 

『味 瓜 を 喰べ てはいけ ません よ、 味 瓜 を 喰べ てはいけ 

ません よ、 味 瓜 は 冷たい 冷たい』 

男 はなに かの 歌で もうた ふやうな 調子で 女の手から 



にゐる もの も その 一匹であって、 どこかの 遠い 背より 

もた かい 草原の 中に も、 きっと 同じ やうな 幾 組 もの 動 

物が 死んだ やうに 動かないで ゐる だら う、 もっとも 哀 

しい ひとりぼっちの 娘さんよ、 ( 一 字 欠字) が 散歩 をす 

ると いふ こと は、 その 情熱 を 風に 冷やす ためにす る こ 

とです、 水々 しい 果実の やうな 白い 二 本の 脚 は、 性慾 

の 凝結して ゐ るかの やうに、 はちきれる ほど 肥えて ゐ 

る 毒々 しく あぶら こい。 

彼女 達が しづと 坐って ゐたリ 横にな つて ゐ たり、 立 

ち どまって ゐ たりす ると、 彼女 自身の 猛烈な 性慾の 醱 

酵で トマトの やうに 溶けて しま ふ、 川 3 宇 を 歩いたり 



い 娘さんです もの そして あなた も 素直に、 わたしに、 

こんな 処へ 誘惑され て、 口惜しい つて、 女らしく 処女 

らしい 身 振 をして さめざめと 泣いて 下さいよ』 

(七) 

男 は なんべんも 女の 顔 を視き 込む やうに して、 こ、 

ろから 恥い つたと いふ 表情 をした、 だが 事実 はこの 男 

が もっとも、 これまでに 誇らしげ に、 そっと 秘めて お 

いた 自分の それ は 華やかな 童貞 をい ま 無造作に 捨てる 

とい ふこと について それ は 神経質に 相手の 娘さんの 微 



どこから ともなく、 不意に 男の 胸に 小さな、 熱した 

風の やうな ものが、 そっと さはって すぎた。 

い つたん 男 はぐ るん \ と 周囲 を 念入りに 見廻して か 

ら、 じっと 後の 青く ねむって ゐる 地べた を 這 ひ 廻って 

ゐる味 瓜の 黒い 影 を 見つめた。 

すると 味 瓜 畑の 両端が 真白い 娘さんの 右と 左の 手 を 

ひろげた ように、 そして 黒い 影が だんん \ と 青く 燃え 

だし、 白い 手 はし だいに 前 か、 V みに 男 を 抱きしめる や 

うに 思 はれた。 

男 は ハツと した、 ひろげられた 味 瓜 畑 は、 その 娘 さ 

んの 白い 両手 はいつ の 間に か 男の 茶色に たくましい 指 



こ 、 に 味 瓜 を 喰べ にきたら い 、 ん だと 言 つてる の だ 

よ』 

男 は 急に 幸福 を 感じた。 

(八) 

一 人の 処女と 一 人の 童貞と を、 石ころ を 投げ 捨るゃ 

うに、 畑の 茂みの 中に ほうり 投 てきた とい ふこと に、 

どんなに 娘さんが 浮気であった としても、 を そらく は 

明日の 朝まで は、 男の 魂の なかに とけこんで ゐる、 男 

の 独占の 喜ばしい 感激が いっぱい 湧いて きた。 



女 はちよ つと 好奇心の 眼 を 光らした。 

『娘さんよ、 貴女 は 私 を 童 貞だ と 思って をいで y すか』 

男 はしゃべ りながら、 飛んでも ない こと を 言 ひ 出す 

自分の 悪魔 的な 感情に、 ひとりでに 微笑が しみじみと 

湧いて 来た、 なんとい ふ 素晴らしい 自分で あらう かと 

思った、 この 娘さん を あくまでも 征服し 背後の 梢の 

頂上に 烏の やうに、 とまって ゐて、 自由自在 にこの 娘 

さんの、 初心な 感情 を 操って ゐ たなら ば、 どんなに 愉 

快 に 安眠が できる かと 言 ふ こと を 想像 を し 続けた。 

盆踊りの たった 一夜の 友人、 明日の 朝 は 永久に 離れ 

ばなれに なって 了 ふ 二人、 対 手の 名 も処も 知らぬ まま 



男 は 草の しげみに 片足 を 踏み入れた。 

『僕 は 猛烈な 梅毒 患者なん です よ』 

かう 言って 眼 をぎ ろぐ 光らして 男 は 女の 上唇の け 

いれん する の を 今 かい まかと 待って ゐた、 だが 彼女 は 

平気な 顔 をしながら 空に 頰を 晒しながら 歩き つ ゾ けた。 

『まあ、 そんな こと ぢゃ、 わたし も 梅毒 患者よ、 だか 

らお 似合ね』 

女 は 少しも 男の 言葉 に 不安 を 感じない と 言 つた 笑 ひ 

を 含んだ 蓮っ葉な もの、 言 ひ 方 をしながら、 せっせと 

歩きつ、 V けた。 

男 は 目算が がらり と はづれ たので 意外に 思った。 男 



にして みれば 対 手の 女に、 別れ 際に 梅毒の 暗示 を 投げ 

かけて、 兎の やうに 横路に それて 女と 別れて 了 はふと 

いふ 計画であった のが、 案外な 女の ゆったり とした 態 

度に、 かへ つて 逆 捻 を 食った やうな、 抜き さしの なら 

ない 破目に 陥って しまったので、 こんど はなに かしら 

女に 引ずられて ゐる やうな 気持で 女の 足音のと ほりに 

歩かなければ なら なくなった。 

(九) 

『さよなら』 



う/^ 着いた の だな と、 思った ので 顔 も あげずに あき 

ら めて、 うつむいて 歩いた。 

『さよなら』 

また 娘さん は 三 間 さきで かう 言った。 娘さんの 履物 

の ひびきが 小刻みに なった のでい らいら しだした が、 

男 はさい ぜんの 『梅毒 患者の 暗示』 の 失敗に むしゃく 

しゃして ゐ たので、 強情に して 顔 を あげなかった。 

それよりも 男の 驚いた の は 黒い 影に ゆきあた つたと 

思 ふうちに、 いままでの 暗がりと はう つて 変った、 ま 

つかな 光線が 頭上 や 胸に 睜っ てきた。 

ちゃう ど 火焰の 中に 落 こんだ やうな 周囲の 赤 さで あ 



(十) 

男 は 体操で もして ゐ るかの やうに 両手 を かっきり と 

した 角度に 腰 を 押へ つけ、 くるり くるりと 絶えず 舞つ 

てゐ るかの やうに、 足 もとの 石ころ や、 木の 根に つま 

づ いて 体 を 躍らしながら、 冷たい もの、 方に 向って 走 

つた。 

瀬の 早い ながれに かけられて ゐる 橋の 上に 男 は 立ち 

止まって はぢ めて 後 を 振 かへ つて 見た。 

娘さんの は ひって 行った 黒い 大きな 洋館の 壁に ボッ 

とあかる く 四角な 光りの 窓が できあがった、 娘さんが 



リ振リ 

『とてと て とてと』 

とやつ との 思 ひで 喇叭 節 を y J れ だけ 歌 つ た。 



塩 を 撒く 

八 1 ) 

彼 は 木製 玩具の 様に、 何事 も考 へずに 帰途に 着いた。 

地面 は 光って ゐて、 馬糞が 転げて 凍みつ いて ゐた。 



いくつか 街角 を まがり、 広い 道路に 出たり、 狭い 道 

路に 出たり して ゐる うちに、 彼の 下宿 豊明 館の 黒い 低 

い 塀が 見えた。 

彼 は 不意にぎ くりと 咽喉 を 割かれた やうに 感じた。 

—— ちえつ、 俺の 部屋の 置物の 位置が、 少しで も 動 

かされて ゐ たら 承知が 出来ない ぞ。 

彼 は 山犬の やうな 感情が こみあげ てきて、 部屋の 方 

にむ かって ワン/^ と 吠え、 また 後悔 をした。 

彼の 親友で ある 水 島と 或る 女と が 恋仲と なった。 

二人の 恋仲 は、 まるで 綱 引の やうな 態度で、 長い間 

か、 つても 少しの 進展 もしなかった、 声援 をしたり、 



情熱 はよ みが ヘリ、 二人の 恋愛 は、 その 最後の 土地 ま 

で、 馬車 を 疾走させる のでない か、 などと 彼 は 友人の 

遅々 とした 遊び ごとに いらくと 気 を 揉んで ゐた。 

(二) 

水 島が 毎日の やうに、 彼の 下宿に 訪ねて きて は、 嘆 

息をした。 

その 姿 は 耕作 もせず、 ぼんやり 鍬に 頰杖 をして ゐる 

農夫の やうな ものであった。 

—— 収穫 を どんなに 夢想しても 駄目 だよ、 君 は 鍬 を 



或る日、 水 島は朗 かな 顔 をして 下宿 を 訪ねて きた。 

その 顔 は 何事 かに 感謝 をして ゐ るかの やうに。 

話題 は、 涯 かな 遠くの 方から 出発して、 水 島 自身の 

恋愛 事件に 到達した。 

水 島 は 前夜、 活動 常設館に 女 を 誘って 出かけた とい 

ふ、 二人 は 活動写真 館の 三階に 陣取った、 この 三階 は 

屋根裏で、 天井が 低く 暗かった ので、 人 眼 をはゾ かる 

二人に とって 屈強な 坐 席であった。 

男 は、 女の 膝 を 枕に して、 仰向きに 寝て 足 を 長 

く 伸ばした。 (丁度 酔って、 V もゐる やうに) 

暗い 中で は 映像が、 青い 影 をい りみ だして 明滅した。 



ちゃつ ぷ りんが 高い 屋根から 舗道の 上に 墜落した が、 

ゴム まりの やうに 跳ね あがり、 折 柄 通 か、 つた 貨物 自 

動 車の 屋根に 顚 落し、 何処と いふ あてもなく 運び去ら 

れた。 

観客 は どっと 声 を あげて 笑った。 女と いふ もの は、 

笑 ふとき でも、 泣く ときで も、 怒る ときで も、 体を大 

きく ゆすぶる ものである。 

(三) 

水 島の 恋人 は、 皆と いっしょに 声 を あげて、 笑 ひ、 



大げさに 体 を ゆすぶり、 いかにもお 可 笑くて たまらな 

いといった 風に、 体 を 前に 屈めて、 素早く、 膝の 上の 

水 島の 顔に 接吻 をして しまったの であった。 

そして 続けさ まに、 続けさ まに 速射砲の やうに、 ち 

やつぶ りんが 尻餅 をつ いたと いって は 笑 ひ、 電車に は 

ねとば された といって は 笑 ひ、 その 度 毎に 彼女 は 水 島 

に 接吻の 雨 を 降らした、 喜劇 は 短かった 次に は 長 

い く 悲劇 物が 映写され た。 

彼女 はしく/^ と 泣きながら、 そして 今度 は 沈着い 

て悠っ くり 水 島に 長い /\ 接吻 を 与 へ る y J とが で きた。 



彼 は 昼、 会社の 事務机に もたれて、 二人の 恋人の 深 

刻な 遊びが、 自分の 下宿の 六 畳 間で 行 はれて ゐる であ 

らう こと を 想像した。 

—— 水 島、 煮へ きらない ぞ、 君の 愚に もない 人道 主 

義を 蹴飛ばして しまへ、 戦闘的で あれ だ。 と 彼が 水 島 

の 背 を ぼんと た、 いたと き 水 島 はに こ/ \笑 ひながら、 

ちらりと 決意 を 見せた。 

其 日、 彼 は 会社の 仕事の 忙し さに 追 はれ、 二人の 恋 

の 祝福の ために 自分の 部屋 を 貸た ことな ど を、 からり 

と 忘れて しまって ゐ たが、 彼が 小路 を まがって、 下宿 

の 黒い 塀 を 発見した とき、 ふっと 思 ひ 出した ので あつ 



た。 

彼 は あわて、 靴 を投る やうに 脱いで、 玄関に かけあ 

がった。 

—— お 帰ん なさい。 

遠くの 方から、 下宿の 妻 君の 声が 聞え た。 

I 水 島が やって来 たかい。 

参り ましたよ。 例のと ね。 

下宿の 妻 君 は、 意味 ありげ に 笑 ひながら、 水 島の 恋 

人の、 姿態 をた くみに 真似た 道化た 格好 をし、 仰山に 

手 を ひろげて、 廊下に 半身 を 現した。 

—— ちえ つ。 



殴る 



( 1 ) 

俺 は つくづくと 考 へる。 世の中の 奴ら は、 もちろん 

噓で 固ま つ てゐ ると いふ 事実 だ。 

情なくな るから、 あんまり 他人 さまの こと はいふ ま 

い。 手近な ところで、 俺の 信じて ゐる 彼女の 態度 は ど 

うだ、 だんだん 世間な みに 噓を おぼえこみ、 なんにも 

ない ところから、 鶏 を 飛び出させた りする 手品師の や 



彼女 はだ まって しまった。 

最近で は、 まったく 観念 をした ものと 見える、 俺が 

金が はいると 王者 か 騎士の やうに、 街の 酒場と いふ 酒 

場 や、 淫売 屋の 梯子 飲み をして 廻り、 また 財布の 中に 

一 銭の 金 も 無くなる と、 乞食 か 墓穴 掘の やうな、 陰鬱 

な、 気 難 かしい 顔 をして、 スト ー ブの 傍に 立 膝 をして 

ゐる 俺の 姿 を、 彼女 は ひとめ 見た- > 'けで ぞっとす るら 

しい。 しかし 彼女 は 蛇の やうに とぐ ろ を 巻いて 罵って 

ゐる 俺の 仏頂面 を 見る こと をす つか リ 最近で は 馴れ つ 

こに な つてし まった。 

或る日、 彼女が 我々 無産階級に 到底 ありうべ から ざ 



る 陰謀 を 企て、 ゐ たの を、 偶然の 機会から 発見した。 

彼女 は、 三日 もつ y けさ まに、 朝の 味噌汁に キヤべ 

ッを 使って 俺 を 苦しめた ので ある。 

それ は 何 かの 復謦 であった かも 知れな い。 

彼女 は 百姓の 育ちで あつたので 青菜 類 を このんだ し、 

俺 は 海浜に 育った ので 魚類が 好きであった。 

魚で あれば 多少 腐って ゐても よろこんだ。 

それに 彼女 は、 片意地な 自我 を 毎朝 三日 もつ、 V けて、 

その 椀の 中に まざまざと 青い もの を 漂 はして 俺 を 脅迫 

したの が、 たいへん 癩に さはった。 

俺 は 激しく 怒って、 男性的な 一撃 を 彼女に 喰ら はし 



た。 

膳の 上に は 革命が ひらかれた。 茶 椀 を 投げつ けた。 

茶 椀 は 半円 を 描いて 室 中 を 走り 廻った。 

女 はかう した 場合 何時も 無抵抗主義 をと つた、 寒い 

猫の やうに、 自分の 膝の 中に 頭 を 突 込んで 丸くな つた。 

その 惨めな さまが、 尚更 俺の 憤怒の 火に 油 を そ、 い 

だ。 

(二) 

なに 事に ついても 彼女 は 大袈裟であった 彼女が 鼻水 



を 垂らして 泣いて ゐ るの だけで も、 もう 沢山で あるの 

に、 それに 涎まで 加へ てせい ゝっ ぱい 色気の ない 顔 を 

して 賑やかに 泣き だした。 

殴る の も 習慣になる もんです よ。 

彼女 は 真から 迷惑 さう に、 俺の 機嫌の よい 時に、 顔 

色 を 窺 ひ 〔# 「窺 ひ」 は 底本で は 「窮ひ 匕 /\ か うい ふの 

であった。 

女と いふ もの は、 何程 聡明で あっても、 何処かに 愚 

鈍な 半面 を も つて ゐる ものである。 

ときには この 愚鈍が 『女らし さ』 やら 『情緒』 やら 

に掩ひ 隠されて ゐる 場合が 多い が、 それ は 彼女 達が 着 



飾って 路を 歩いて ゐる ときの 場合 だけであって、 彼女 

達が 家庭に はいると、 愚鈍の ま、 に、 いたるところで 

醜く 暴露され るので ある。 

その 時 『ぼかり』 と 俺 は 一 撃 を 彼女の 頭上に II 飛 

ばす ので あるす ると 女 はこの 問題 を 直ぐに 氷解して し 

まふ 

嚙んで 含める やうに、 色々 の 方面から、 解いて きか 

しても、 どうしても 理解し ない 場合、 これ は 彼女 達ば 

かリ とはいへ まい、 男 達の 場合に も 

『不意に 襲 ふ もの』 が あれば、 いっぺんに 何もかも 判 

つてし まふ ものら しい。 



丹が それ は 美しく 咲いた。 

そこに こそ 俺の 恋人に ふさ はしい、 手の 痩た 女 や、 

眼の 大きい 女達が 数十 人 生活 をして ゐた、 硝子 張の 露 

台の 中 を 恋人 達 は、 水族館の 魚の やうに ひらく 静か 

に 泳いで ゐた。 ばくん \ 唇 を 動かした。 

たまご 

彼女 達 は、 鶏卵の 黄 味 を 吸 はう とする かの やうに、 

太陽 を 吸 はう と 与 へられた 日課 をして ゐた。 

世間の 人達 は、 彼女 達 を 肺病 患み と 呼んで 恐れて ゐ 

た。 

健康な 人々 の 中に 許 リ閉ぢ こもって ゐる とい ふこと 

は 危険な こと だ、 彼等 は その 健康 を もって、 ぐんぐ 



不合理 を も、 押 倒し、 引 倒し、 藪 原の 材木 を曳く 壮健 

な 馬の やうに、 人生 を 突き進む、 これに 反して、 可憐 

で 繊細な 病人 達 は、 絶えず 人生の 姿に 脅へ た。 

高い 壁に ゆきあた ると 彼等 はじつ とその 前に 坐って 

ゐて、 何時までも 待って ゐた。 

扉の しぜんに 開かれる まで、 退屈な 人々 は 何事 か を 

考 へて ゐ なければ ならなかった。 

(三) 

俺の 馬の やうな 彼女 も、 俺の 処に 転がり込んで 来た 



当時 は、 細い 首 をして、 青く 透いて みえる 顔 をして ゐ 

た。 

—— 体の 何処かに、 疾患 を 持って ゐる方 は、 豚 や 牛 

の やうに、 健康な 人た ちと はちがつた 鋭敏な 感覚と、 

歙智と を も つて ゐる ものです ね。 

『俺 は今考 へ ると 腹が立つ 程 当時 彼女に 丁寧に もの を 

い つて ゐ たのであった』 

すると 女 は ごほんん \ と 咳 をした。 そして 胸の 辺 を 

おさへ 情趣に 富んだ 表情 をした。 

ところが 彼女の 病気 は、 美しくなる どころ か、 日 増 

しに 悪化し、 次第に 顔が 狐の やうに 尖り、 皮膚の 色沢 



殴リ つけよう とすると、 女 は 素早く 拳骨の 下に、 腹 

を 突き だした、 かう すると 俺が 殴れない こと を、 ちゃ 

んと 知って ゐた。 

当時 俺た ち は 極度の 貧乏 をして ゐ たの だが、 彼女 は 

不経済に も 喰べ た 物 を片っ 端し から 盛んに 吐き だした、 

そして 吐き気が 一 一ヶ月 もつ y いたのであった。 

—— 殴るなら 殴って ご覧、 吐く ものが なんにも 無い 

ん だから、 血 を 吐いて 見せます から。 

事実 血 を 吐かう とお もへば、 吐け るら しかった。 

女の 感情 は、 毎日 猫の 瞳の やうに 変った。 

女な ど、 いふ もの は 理由な しによ く 泣く もので は あ 



るが、 この 数ケ月 間 は 殊に 理由な しに 泣つ、 V けた。 

この 妊娠の 期間、 俺 は 彼女に 馬車 馬の やうに 虐使 さ 

れた。 

胎児と 彼女の 臍と は、 長い 管の やうな もので つなが 

つて ゐて、 高い ところに、 彼女が 手 を 挙げる やうな こ 

とが あると、 ばちん と 音が して、 臍の緒が 切断され、 

腹の 中の 赤ん坊 は 死んで しま ふと、 彼女 は 脅かした の 

であった。 

俺 は 仕 かたなく 棚から 摺鉢ゃ 片口な どの 重い もの を、 

をろ してやったり、 漬物石 をと つて やったり しな けれ 

ばなら なかった。 



重い 物 は 男た ちが 持 つて やらなければ ならない など 

とい ふ 家憲の ある 家庭 も ある さう だが、 俺 はそんな こ 

と はきら ひだ、 殊に 幸な ことに は 彼女 は 俺より 大力で 

あつたから。 

しかし 妊娠して から 女 は 急に 力が 抜けて しまったの 

だ。 

(四) 

腹の 中の 子供に、 聖書 を 読んで きかしたり、 ベ ー ト— 

ベ ンの 交響楽 を 弾いて やったり する、 馬鹿 気た 教育法 



であらう 『我等の 仲間』 のために 敬意 を 表した ので あ 

る。 

或る日、 まつ 青な 顔に なって 彼女 は 室 中 を 歩き 

—— 亀の子た はし、 の 様な 剌の 生へ た 球が、 お腹の 

中を龃 廻る、 きっと 子宮外妊娠に 違 ひない と 思 ふわ。 

と 泣 わめいた。 

しかし これ は噓の 皮であった。 何 ごと かの 前兆で あ 

つたの だ。 

その後 数十 日経ち 彼女 は 『我等の 仲間』 を、 ろ < く 

陣痛 もせず 馬よりも 容易に 分娩した のであった。 

いまでは 全く 健隶 体と なった、 皮膚 は 頑丈で、 反撥 



かった、 だまって ゐれば 革帯で も 切って お 汁の 実に 入 

れ 兼ねない 女であった。 

そこで 俺 は 味覚 心理学 を、 約 三十 分 間 程 も 長講し、 

飯 を 炊く ことの 下手な 女 は 愚鈍な 女で あると いふ 結論 

で 小言 を 結んだ。 

(五) 

彼女 は 恭しく ひれ 伏して 謹聴した。 俺 は その 場の 不 

快な、 焦々 とした 空気 を 一 刻 も 早く 脱れ ようとし たの 

であった。 



—— 泣 面 を 見て ゐられ るか、 カフェに 行 くんだ 金 を 

だせ。 

一 一人の 生活に は 十日 も 以前から 一 銭の 小 遣 ひ 金 もな 

くな つて ゐた。 で 俺 は その 無理難題 である こと をち や 

んと 知って ゐた。 

そんな こと を 仰 言っても、 四 五日 もお 風呂に 行 

かれない こと を 貴方 も 知って ゐる 癖に。 

—— 風呂 位、 一 年 行かなくても 死ぬ もの か、 文句 を 

いふな、 ぐ づぐづ して 見ろ。 

勝ち誇って ゐ たので、 畳 かけて 惨 忍な 言葉 を、 頭上 

から 浴びせ かけ、 またもや 拳骨 を 喰ら はした ので ある _ 



貯蓄す ると は 大きな、 陰謀でなくて なんで あらう。 

_ —— 私有財産 を 認めず。 

—— 彼女 は 詐欺師、 しかし 偉い ぞ俺は 全く 泥酔した 

り 悪罵したり また 無性に うれしがった りした。 

その後 ある 日、 

電燈の 笠 を 拭いて をかなかった ことから 俺 は 再び 暴 

力 を ふるった。 

—— 泣 面 を 見て ゐられ るか、 カフェに 行 くんだ 金、 

を だせ。 

すると 彼女 は、 めそめそ 泣ながら、 押入れの 上の 段 

に 泥棒 犬の やうに よつ 這 ひに なって 入り込んだ。 



以前に も 増て 殴る ことに 興味 を 覚え だした。 

—— しかし 自重し なければ ならない ぞ、 一撃が 五十 

銭 を 生む の だ。 

俺 は 殴る こと を 自重した、 しかし 彼女の 貯へは 長く 

つつかなかった。 其 後 彼女 は 泣く ばかりで 遂に 立ち あ 

がらなかった。 



裸婦 



( 一 } 



—— あの 女の 素 裸 を 見た ことがあ るの だ、 勿論 一物 

も纒 はない、 ほんとうの 素 裸 さ。 

私 は 彼女の 通り過ぎた 後 を 振り かへ つて、 いひ しれ 

ぬ 優越感 を 覚えた のであった。 

女達 は 実際 美しい。 

着飾った 彼女 達が、 街 を いりみだれて、 配合の よい 

色彩の 衣服 を ひるが へして 往来して ゐる姿 は、 まった 

く 天国 だ。 

黒い 雲が すっと 走り、 急に 曇天と なり、 空の 一角が 

ピ カリと ひらめい たと 思 ふまに、 何 か y く づれる やう 

な大 音響が して、 雲の 中から 大きな 青い 手が。 



—— 彼女 達 は 何故 裸体 をお それる か。 

この 問題 は、 色気の ついた 女達の 口から は 到底 満足 

な 答 を 得られない。 

そこで 中には、 質の 悪い 大人 達が、 この種 類の 質問 

を 発して、 子供達の 口から たづね ださう とする。 これ 

はよ く ある こと だ。 

教育 上よ ろしくな いこと だ。 

私の 幼年時代、 ある 大人が 

—— XX ちゃん は、 誰から 生れたん だい、 お母さん 

からだら う、 お母さんの 何処から 産まれた の。 

私の 顔を視 きこんだ、 なんとい ふ 卑怯な 質問と いふ 



をして おきあがって ゐて、 赤ん坊が やかましく 綿に く 

る まって ないて ゐた。 

だから、 何処から 生れる と たづね る 方が 無理で あつ 

たの だ、 

(二) 

彼女 達が、 何故に 裸 を 怖れる かとい ふこと を、 知り 

たい ものが あったなら 子供達に 質ね た 方が ぃゝ、 子供 

達 はき つ と 真実に 近 いこと を しゃべる で あらう。 

ところが 女達が 裸 を 怖れ なくなったら ど うだらう、 



けっして 愉快な ことで はない。 

或る日、 私 は 裸 を 怖れない ものに 脅かされた。 

私 は 朝湯 の 陽炎 の やうに 立ち あがる 湯気 の 中に、 う 

つと りした 気持で、 ごしぐ 手足 を 洗って ゐた。 

高い 天井の 彩色 硝子に、 たちのぼる 湯気が 凝って、 

その 玉が 行列 をつ くつ てゐ た。 

玉 は ひと つづ、 間隔 を、 き、 ぼたり、 /^落て きた。 

その 落て くる 冷た さ を、 額 やら 背 やらで うけた。 

女湯 は 寂と して、 たった 一人の 女が、 ぴ ちゃ、 く、 

板の 上 を 歩き 廻る 気配が した。 

私 は 足音に 耳 を 頃け てゐ た。 すると 不意に 男 湯の 潜 



り 戸が あき、 男 湯に 体の 純白な 女が、 獣よりも 身軽に 

躍り込んで 来た。 

『あつ』 と 驚いて、 仰向いた 私の 体の 上に、 彼女の 裸 

体が 掩 ひかぶ さって きた。 

—— しまった。 牛の 化物に 殺ら れた。 

瞬間、 私 は ごつ くりと、 唾を嚥 みこんで 手近な とこ 

ろに あった 石鹼 箱に 手 を 掛けた。 投 つけようと 思った 

のであった。 

ところが 女 は 私 を 押 倒した ので はなく、 飛越え て 湯 

槽の向 ふに 行った の だ。 

—— 爺さん、 流し ませう か、 こっち 背中 向けな され _ 



湯気の 中から、 ざら ぐと した 触感の 女の 声が した。 

_ —— 垢 も 無い やろ、 ざっとで ぃゝぞ え。 

湯気の 中の 今度 は 男の 低い 声 だ。 

男 湯に、 はいり 込んで きた 女 はま さしく 牛の 化物で 

あった。 

いきもの 

斑点の ある 生物であった。 

実に 痩 こけた 老婆で あつたが、 その 皮膚 は 瀬戸物の 

やうに、 真白に 光沢が あった。 

俗に シラコ とい ふ 不気味な 皮膚 をして ゐた。 

二人の 痩た 老人 夫婦 は、 おた がいの 膚に 触れあって、 

たが ひの 背中 を 流し 合って ゐる 様子が、 いまにも 崩れ 



折れさうな 枯れ木が、 押あって ゐる やうであった。 

婆さん は 臆面もなく 素 裸で あちこち 歩き 廻った。 

—— ちょっと、 御免な され や。 

かう いって、 婆さん は 俺の 背中に、 その 人間離れ を 

した 白い 皮膚の 股 を 触れたり して、 平気で 湯 を 汲んだ 

のであった。 

歳 をと ると、 羞恥心な ど は 遠くに 置き忘れ てし まふ 

の だ、 私 はしん みリ考 へながら 慌て ゝ 湯槽に 飛込んだ。 

老人の 裸体 ほど 醜怪な もの はない、 下腹の 皮が、 唇 

の やうに 垂れ下がって、 歩く 度に ぶらん \ と 揺れた。 

それに くらべて、 ぉ麗 さんの 体 は どんなで あったら 



う 

モデル 台の 上に 立て はにかんだ 彼女 は。 

皮膚 は 張 切って ゐて、 筋肉 は どこも こ、 も 今にも 叫 

び さう に 身 構へ てゐ たのであった。 

小さな 街の 画家 連 は 急に 裸婦 を 描きた くな つたの だ。 

冬 は 青い ものが みんな 雪の下に 隠れて しま ふので、 

情熱 家 達 は そ の 憂鬱な 感情 の 捨場に 苦る しんだ。 

—— 研究会 を 開かう、 モデル 女 をみ つけよ うぢ やな 

ヽ/. T O 

レ 力 

気の 早い 日本画 家の 蘭 沢 は、 すぐ 飛び出て、 そして 

何処から かお 麗 さん を 発見で きた。 



(三) 

私達 はァ トリ H を 探し 求めた。 

何よりも 光線の 充分に 室内に 射し こむ 家、 そして 彼 

女の 肉体 を、 自由な 距離から 描く ことの 出来る やうな、 

大きな 部屋 を 探し 廻った。 

そして 室内 は 余り 大きくなかった が、 明るい 一室 を、 

或る 風呂屋の 二階に みつけた。 

芸術家な どゝ いふ もの は、 降神術の 中の 人物の やう 

な もの だ、 その やる ことが 人間離れ がして ゐて 動作に 



—— 私 は 信じよう、 ぉ麗 さん は 芸術の 理解 者なん だ、 

待ちぼうけ を 喰 はす やうな y ^ と はな いよ。 

すると 又 一 人が その 尾に ついて 

—— 大丈夫 来て 呉れる よ。 わざわざ この 室まで 借り 

て 準備 をす つかりし たこと を 知って ゐ るんだ し、 あれ 

ほど 堅い 約束 も あるから。 

しかし 約束の 時間から 三十 分 も 経った が 彼女の 姿が 

見えなかった。 

—— それ 見ろ、 ぉ麗 さん 逃亡 さ。 

私 は 冷や ゝ かに 一 同 を 嘲笑した。 

仲間 は、 不安な 気持で が やん \と 話しながら 彼女 を 



待って ゐた。 

—— おい 諸君。 ぉ麗 さん は 風呂に 入って ゐ たよ。 

頓狂 を 声 を あげて、 蘭 沢が 飛込んで きた。 

仲間 は 小さな 歓声 を あげた。 

私 はぎ くりとした。 彼女が それほどに、 芸術 を 愛し 

てゐ ると は 信じて ゐ なかった のに 幸 彼女が 現れた から 

であった。 

私 はしかし ぉ麗 さんが モデル 台に 立つ まで はどうし 

て も 信ずる ことができなかった。 

(四) 



彼女 は 優しかった。 彼女の 顔 は 果して 美しく 化粧 さ 

れてゐ た。 

私の 思って ゐ たやう に、 彼女 は 果して 裸体に なるこ 

と を 怖れた。 

—— 着物 を 着た ま、 で、 写生して 下さいな。 

_ それ は 困ります 実に 困ります。 

私達 は 声 を 合し 彼女に 嘆願した。 

ぢゃ 半身 だけね、 腰から 上 だけ 脱ぎ ませう。 

妾 こんな こと はじめて なんです もの。 

それ は 困ります 実に 困ります。 

私達 は 声 を 合し 彼女に 嘆願した。 



反対に 男 達 は、 彼女の 尻に 愛着 を 感じて ゐ るかの や 

うに、 彼女の 前に 廻る こと を 恐れ だし、 彼女の 背後に、 

背後に と 画架 を 移動 さした。 

私と 『ァ ー キ ペン コ』 とい ふ 綽名の ある 秋 辺と いふ 

男と だけが、 ぉ麗 さんの 前方 を 怖れなかった。 彼等 は 

写実主義 の 画家で あつたし 私と 秋 辺と は 未来派 の 画家 

であった からだ。 

(五) 

私と 秋 辺と が、 なぜに 彼女の 真実な もの を こ はがら 



—— うむ 鋼鉄 艦の 意志 だ。 

秋 辺 も 同感した、 不意に 女の 背中 を 平手で、 ぴ しゃ 

り、 ぴしゃりた、 きつけて 秋 辺 は 感激し ぉ麗 さん を 驚 

かした のであった。 

婦人の 首筋から 背中に かけての 感じ は、 非常にす ぐ 

れ たもので あった、 腕と 腕との 間隔 は 広大で、 ゆたか 

な 線が 盛り あがって ゐた。 

其 後 私 は 女た ちの 最も 美しい 箇所 を、 鋼鉄 艦の 意志 

を あら はした 広い 背で ある こと を 信じる やうに な つた _ 

(六) 



研究所 は 一ヶ月 程つ y いた。 それき りお 麗 さん はば 

つたり 来 なくなった。 

それ はお 麗 さんに、 画家た ちが モデル 代 を 支払 はな 

かった からであった。 

研究所 は 閉鎖し なければ ならなかった。 その後 蘭 沢 

の 口から、 私の 『最後まで 疑問に して ゐ たこと』 ぉ麗 

さんが 少しも 裸体 をお それなかった 理由 を 聞き だす こ 

とがで きた。 

私 は 最初からの 思惑 通り 彼女が 芸術の 理解 者で はな 

くて、 ぉ麗 さんの 家 は 非常に 貧困で、 彼女が 芸術の た 



仲間 はかく 内心に さけび、 そして 悲壮な 顔 をした。 

しかし 私と 秋 辺と は 彼女の 羞恥心 をう ばった こと を、 

彼女への 大きな 報酬と 信じて ゐた。 

そして 私 は、 そのお 麗 さん を 描いた もの、 その 一 枚 

の 裸婦の 画題 を 『未来派 万歳』 と 命名した のであった。 



憂鬱な 家 

この 一 篇を マルキストに 捧ぐ 



( 一 } 



不吉な 鴉と、 毛の ぬけた 犬 位な ものであった。 

海の やうに 展 けた 雪原に は 何日 も 何日 も 吹雪が 続い 

た、 殊に この 吹雪の やんだ 翌日の 静けさ は、 実に 惨 忍 

に 静まり返った。 

私の 会社に 出勤した 後の、 この ぼつち りと 雪の 中に 

建った 私の 家の 中には、 どんなに 妻 は 退屈に 留守 をし 

てゐ るか。 

彼女 は、 室 中に 縦横に 麻繩を 張り 廻し、 凡太郎 のむ 

つき を 掛け、 どんどんと 石炭 をス -— ブ にくべ て、 こ 

の 黒、 白、 黄、 の 斑点の あるし めった 旗 を 乾かしたり、 

室 中 をぐ るりぐ るり子 洪を 背負って、 どうどう 廻り を 



したり、 また 流し元で たった 二つより ない 飯 茶碗 を 湯 

の 中で コリ/ ^コリ /\ いはせ ながら 何つ まで も撫廻 

して ゐる ことで あらう。 

凡 太郎は 部屋の 真中に ほうりな げられ、 円 を 描いて 

くる/^ 廻りながら、 手近な もの を、 なんでも 口に 頰 

ばる、 畳の 間から 藁 屑 を 摘み 出して 頰 張ったり、 乾か 

ら びた 飯粒、 石炭の 小さい 塊 やら、 新聞紙の 切つ 端 や、 

蠟燭の 屑、 など 片っ端から 口に いれた、 そして 嚥み下 

される もの は嚥 み、 嚥 みこめな いもの は 吐き出て ゐた 

が、 看視 人で ある 母親 は、 鈍感で あるので 多くの場合 

知らなかった。 



だした。 

—— 凡太郎 は、 そろそろ、 もの をい ひ 出す ので は、 

ないで せう か。 

かう いって 母親 は、 すっかり 嬉しがって ゐ るので あ 

つた。 

(二) 

私 も、 凡 太郎の 『最初の 言葉』 とい ふこと に、 非常 

に 重大な 興味と 注意と を 感じた。 

なに かしら 凡太郎 が、 第一 に 叫び だす 言葉に よって、 



凡 太郎の 運命の 決まって しま ふやうな、 その 吉凶 を 占 

ふ 父親の 態度で それ を 期待した。 

I— 凡 太郎の 奴。 突然 新約 全書の 一章で も、 ベ 

ラ，^ しゃべり だしたら、 俺 は どんなに 吃驚す る だら 

、つ。 

すると 凡 太郎の 相場 は 決まって しま ふ。 

親不孝の 凡太郎 

父親が、 ゲジ ぐよりも、 大鎌 ひな 赤い 帽子 を 冠つ 

て、 楽隊 附で 神様 を 売 歩く 西洋 坊主。 

救世軍の 士官に 相場 はき まるの だ。 

—— 凡 太郎。 神様のお 先棒に だけ はなって 呉れるな 



きさう に 荒々 しく 屋根 を 渡り歩き 烏 ども は 鳴きた てた 

すると 妻の いった やうに いかにも 凡 太郎は その 尾に つ 

いて 

—— か あ、 か あ、 か あ、 か あ 

とやり 出す ので ある。 そして 不吉な 烏と、 病気の 犬 

との 真似 を もの、 十日 もつ y けたので あった。 

『啞 ではないだら うか』 こんな 不安 を 抱き 始た。 然し 

それから まもなく 凡太郎 は、 またもや 奇妙な 叫び を あ 

げ はじめた。 

ま、 <? ま、 <? ま、 <? ま、 <? 

最初 は そ の 意味が どうしても 私達 に は 判断が 出来な 



かった。 

—— 貴方 判り ましたよ。 凡 太郎は 牛の 真似 をして ゐ 

るら しんです。 

妻 は、 或る日 凡 太郎を 抱き あげながら 窓際に 立 つ て 

戸外 を ながめて ゐ たが、 突然 かう いった。 

私の 家の 近くに 牧場が あった。 そして その 牧 柵が、 

私達の 家の 窓の 下まで も 伸びて つ ^ いて ゐた。 

(三) 

牛 達 はこれ まで は、 寒い 気候な ので、 牧舎の 中で 飼 



はれて ゐ たが 近頃に なって、 晴た 天気が つ、 V くので、 

牛 達 は 雪の 上に 散歩に だされた。 そして 嬉し 気に 毎日 

もう、 もう、 もう、 もう。 と 鳴いて ゐた。 

凡 太郎は その 牛の 鳴き声 を 覚え こんだ ものら しい。 

何時も 片眼 をつ むって 考 へこと をして ゐる、 底意 地 

の 悪さうな 牛の 鳴き声 を 凡 太郎が 覚え こんだ こと を 知 

ると、 私の 理想主義が 谷底に 転げ 落た やうな 失望 を感 

じた。 

『花』 『お 日 さま』 『星』 『蝶々』 などと いふ、 麗しい も 

の を 覚え こまずに 病気の ごろつき 犬 や、 不吉な 鴉 や 尻 

に 汚らしい 糞 を 皿の やうに、 くつ、 けて 済ました 顔 を 



不意に 霧の 中に 隠れて ゐる 何者か ゾ、 私達の 家に む 

かって、 弾丸 を 撃ち 込み はしない かとい ふ、 不安に 脅 

かされる 日 もあった。 

私の 家 を 訪ねる もの は、 獣 や 鴉の 他に 毎土曜日の、 

顔の 黒ん坊の やうな、 煙 筒 掃除人と、 郵便配達の 声 位 

な ものであった。 

或る日、 不意に 二人の マルクスが 私の 家 を 訪ねて 来 

た。 

(四) 



私 はかう 台詞 を 妻に 教 へこんで あるの だ。 

『天照皇大神 宫』 や 『稲荷 大明 神』 や 『ィ H ス キリス 

ト』 などのお 札 売 はチ※ 〔# 小 書き 片仮名 ヱ、 428-2 ッ 

と 忌ま/ \ しさう に 舌 打 をして 帰って しま ふので あつ 

た。 

二人の マルクス (私達 夫婦 はこの 二人の 青年 を マル 

クスと 呼んで ゐた) 

二人の 青年が、 私の 家の 玄関 口 を 訪れた とき、 妻 は 

例の 台詞で この マルクスの お札 売 を 追 払って しま はう 

としたので あつたが、 二人の マルクス は、 一足 飛に 室 

の 中に 襲 ひか、 つて 来て、 盛んにし や ベリ 立た ので あ 



しい 極彩色の 絵 や 統計の 描かれた もの をべ たぐ 貼 は 

じめ た。 

—— なんとい ふ 遠慮のない 人達で せう ね。 

さすがに 妻 は 驚いた 様子であった。 

彼等が 帰る と、 私 も 議論に 疲れ そして 彼等の いって 

ゐる ことが、 いかにも 真理の やうに 考 へられて、 瞬間 

興奮 を 感じた。 

しかし 彼等が、 霰に 頭 を 打 たれて、 暗い なかに 立 去 

つてし まふと 何もかも 馬鹿らしくな つてし まふので あ 

つた。 すべてが 冷静に、 憂鬱な もとの 姿に 還って しま 

ヽ o 



その 翌日 も、 その 翌日 も、 二人の マルクス は 私の 家 

を つ y けさ まに 襲った。 

そして 火の ように 熱心な 態度で 私 を 説き伏せようと 

したので あった。 

鴉、 犬、 牛、 そして 二人の マルクス。 

私の 静寂な 家 を 訪ねる もの はこれ だけであった。 

凡太郎 は、 いつの 間に か 二人の マルクスに すっかり 

馴れて しま ひ、 抱かれて 笑顔 をみ せたり、 ついに マル 

クスの 膝の 上に 小便 を ひっかけ たりした。 

—— 我々 の聖 なる 父、 マルクス は。 

彼等 は賑 かに 聖 なる 父の 名 を 呼つ、 V けた。 



叫び だしたなら、 私達 夫婦 は どんなに 吃驚す るで あら 

う。 とい ふこと であった。 

その 時には、 私 は 観念し、 凡 太郎を 蜜柑 箱に 入て、 

河に 流して やる ばかり だ。 



口 匕酋 

八 1 ) 

夏に 入って から、 私の 暮し を、 たいへん 憂鬱な もの 



ゴ ム 長靴 や 肺病 患者 の 敷 用 ひて ゐた であらう と 思 はれ 

る、 さうたい して 傷んでも ゐ ない、 茶色の 覆 ひ 布の 藁 

布団な どに、 老人 夫婦 は 十日 間 程 も 熱心に 鍬 を いれて 

ゐた。 

鍬が 塵埃の 中の 瀬戸物に ふれる と、 それ は爽 かな 響 

をた てた。 

老人 達の 仕事 を、 書斎で じっと 無心に 眺めて ゐる、 

私の 感情 を その 瀬戸物に ふれる 音 は、 殊に 朗 かなもの 

にした。 

種 を をろ してから、 三月と 経たない うちに、 老人 夫 

婦は、 私の 書斎からの、 展望 を まったく、 縁 〔# 「縁」 



妻 は、 シン ガ— ミシン を 踏む ことが 巧であった、 

あ を まる 

青 丸に は、 いつも あたらしい 布地に、 美しい 色糸で 

さ-^ ま 〔# 「さん \ ま」 は 「さま^-」 の 誤植 か U な 図 

案の 胸 飾 をした、 涎掛 を、 つくって ゐる。 

妻の 愚鈍 さに、 二 年 程 前から つくぐ 愛憎 を 尽かし 

てゐ るので あつたが、 この ミシンの 巧 さが、 妻に とつ 

て は 唯一 の 取 柄と いった ものであった。 

—— ミシン を 踏む 彼女。 

その 時 こそ、 何時より もまして 聡明な 場合の 彼女で 

あった。 

—— おい、 自分の 指 を 感心に、 縫 はない な。 



調子の よい 響 をた て、、 ミシン 台に ゐる 妻に かう い 

ふと、 

—— それほどに、 馬鹿 ぢ やない わ 

と チラ リと 軽く ふり 返った。 

だが この 聡明な 仕事 も、 南瓜の 花の 真盛りの ころ か 

ら、 ばったりと 止して しまった。 

炎天が 幾日も、 幾日もつ y いた その後に、 今度 は 雨 

が 幾日も、 幾日もつ X のであった。 

すると 妻 は、 急に 私に むかって 口小言 をい ひ はじめ 

た。 

—— ほころびが あったら、 早くい つて 下す つたら、 



い、 ぢ やありません か、 出掛にば かりい はないで ね。 

—— 男が、 どこが 破れて ゐ るの、 ほころびて ゐ るの 

と、 いち/ \ 注意して ゐられ ない よ。 そんな 仕事が 女 

の 仕事 ぢ やない か。 

妻 は 私の 手から、 着物 を ひったくって、 その 布地 を 

歪ませながら 針 を 運ばせ、 不平 さうな 顔 をす るので あ 

つた。 

まあ、 こんな 下駄の 減らし やうて、 ありません 

わ、 上手に 減らす もんです よ。 もっと 平均に ね、 坂に 

なって るぢ やありません か。 

玄関 口に 女 は 下駄 を 揃へ ながら かう いふ。 



私 は 内心、 いま/ \ しく 感じ、 

—— 下駄 を 減らす 男 は 純情 さ。 履物 を 気にして 歩い 

てゐる 男に、 ろくな 男が あり はしない よ。 

私 はべ ッと 地に 唾 をして 外出す るので あった。 

(二) 

何処の 家庭で も、 夫婦喧嘩の 材料と いった もの は、 

さう 眼 あたらし いものが 次々 と、 湧いて くる もので も 

ないやう に、 二人に とっても その 種 は 尽きた。 

その 種の 尽きた 時、 どうしても 争 はねば、 気が済ま 
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眼 理は絶 
を 人ホ対 何 で 
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に は 果て は 食物の 嗜好の ことが、 唯一 の 争 ひ 

なった。 

は 酢の物 は大嫌 ひだと、 あれ 程い つもい つて 

に ヽ、 o 

るレカ 

ち。 

がで も だ。 調味料と して、 我々 の 家庭に は、 

に 使って はいかんよ。 

テルの 支配人の やうに、 肩 をい からして、 こ 

にむ かって 命令 をした のであった。 妻 は 一瞬 

ほがらか にして、 

—— でも 酢の物 を 喰べ ると、 骨が 柔 かになる とい ひ 



ます わ、 

と 答へ るので あった。 そして 妻 は、 支那 人の 曲芸 を 

やる 者 は、 酢 を 飲んで ゐる こと、 平素 酸性の 多い 食物 

をと つて ゐ ると、 たしかに 身体が 柔 かにな リ、 したが 

つて 女の 容姿が よくなる こと。 婦人 は身嗜 みとして、 

平常から 食物 の 上に もこの 位 の 細心な 注意が 要する マ J 

と。 など、 急に 雄弁に なって、 彼女 一流の 理屈 を 述べ 

たてた。 

—— 蛇の やうに、 醜悪な 姿態 をつ くって、 街 を 歩い 

て ゐる女 をよ く 見かける が、 あれな ど は 酢 を 飲みす ぎ 

た 女 だな。 



私 は 思 はず 苦笑して、 妻の 顔 を 見 あげたので あった。 

晚 飯に は、 彼女 は、 ない ことに 変った 調理で 私の 舌 

を 喜ばした。 

それ は 牛肉に 胡椒 を 振 かけた もので あつたが、 脂肪 

がすつ かりぬ けて しまって ゐて、 サラ /\ とした、 淡 

白な 味の ものであった。 

精一杯に、 その 肉の 料理 を ほめそや すと、 彼女 は、 

得意 さう に その 調理法 を 語る のであった。 

—— いかにも、 お前ら しい、 ふざけた 料理法 ぢ やな 

ヽゝ o 
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物静かな 舞踊 をよ した。 

(三) 

二人の 生活に は、 弾力の ない ゴムの やうな、 救 ひの 

ない 一 条の 脈が つらぬかれて ゐる やうに 思 はれた。 

女 もまた、 救 ひの ない 脈 を、 内心 深く 感じ、 これ を 

怖れて ゐる らしく、 青 丸の よだれかけに 赤 三角に 黒い 

縁取りの 衣 匠 を、 念入りに 縫 ひ 取った もの を 作って や 

つたり 思 ひがけない、 か はった 美しい 草花 を、 私の 汚 

れた 机の 上の、 花瓶に、 不意に 揷 して をいたり、 電燈 



の 球 を ふいて (彼女が 球 を ふくな どゝ いふ こと は、 実 

に 稀であった) 急に 室内 を 明かる くしたり して 二人の 

感情 を 朗らかに、 更新 させよう とする、 色々 の 苦心 も、 

まざ，^ と 感じられた。 

だが 私 は、 外出から 帰り、 青 丸の 新調の よだれ 掛け 

を ほめる 前に 

—— 青 丸の 額の、 禿 あがり 具合まで、 俺に そっくり 

ぢ やない か。 

と、 まずし ひて、 不機嫌に 憂鬱な 眼と なつてから、 

青 丸の よだれ 掛け を 賞め た。 

あやしい 老人の 精気の 凝った、 南瓜 畑 は、 日中の 晴 



家 根に 巣 をつ くって ゐた、 雀の 子が、 ある 朝、 天井 

裏に 迷 ひ 落、 チイく 悲鳴 を あげて、 天井板 を あるき 

廻った、 私 は その 逃げ場 をつ くって やる ために、 天井 

板 を 一枚 はづ して をいた が、 雀の 子 は 明かる み を 発見 

まひ 

して、 果して そこから パッと 室内に 舞 をり た。 

—— すっかり、 障子 をし めきらなければ 逃げて しま 

ぶ そ 

—— 茶箪笥の かげに 入り ましたね、 こっちの 方に 顔 

を 出し ましたよ。 

この 出来事の ために、 私達 は 騒ぎ立て、 バタん \ 逃 

げま はる 雀の 子 を 室 中 を ひ 廻し、 妻 もまた 近頃に ない、 



が、 飛び出して くると、 必ず 私達の 生活が 晴々 と、 あ 

かるくな るに 違 ひない こと を 私 は 確信した。 私 はこれ 

を 私達の 『奇蹟』 と 名 づけた。 

ぼんやりと、 その 奇蹟 を 待ちう ける 気持ち は、 私達 

夫婦に とって は、 ずいぶん 久しい ものであった。 だが 

その 霧の やうな 捕へ どころ のない もの は、 大股に、 ま 

た 小 きざみに、 私達の 知らぬ 間に 住ま ゐの傍 を 通りす 

ぎて ゐ るかの やうに 思 はれた。 

(四) 



隣家の 妻 君が 朝飯の 最中 純白な 西洋 皿に、 体裁よ く 

ならべた 泥鰌の 蒲 焼 を 盛った もの を 手に して 裏口に 現 

れた。 

—— 奥様、 今朝 は 面白う ございま したよ。 

かう いって、 隣家の 妻 君 は その 皿 を 意味 ありげ に 差 

し 出す のであった。 

—— まあ、 おいし さうな、 これ は 御馳走 さまです、 

始終い ろ/ \ 戴いて ばかり をり まして。 今朝な にか 御 

座い ましたので すか。 

—— それが 騒ぎなん です よ。 前の 溝に 泥鰌が 押 寄せ 

てき ましてね。 近所で は ザルを もちだし たりして。 



と 隣家の 妻 君 は 語る のであった。 

その 朝に かぎって 日頃 早起きの 私達 は 寝坊 をした の 

であった。 

そうい はれ、 ば、 私 は 夢う つ、 の 中に、 人々 の 立ち 

騒ぐ の を 聴いた。 チヤ ブ /\ と 水 を 歩き 廻る 気配 や、 

女の 声 や、 子供の はしゃぐ 声 を 玄関先に きいた。 然し 

二人の 床 を 離れた 頃に は、 これらの 物音 は 消えて、 ひ 

つ そりと した 朝であった。 私の 住居の 前 一間と 隔てず 

に 幅 三尺 程の 流れが あった。 小川と いふよりも いつも 

濁って ゐ たので 溝と いった 方が 適当と 思 はれた。 この 

流れ は 水田の 排水 口につな がれて ゐ るので、 この 溝 は 



水が から/ \ に 涸れたり いっぺんに 増水して 溢れたり 

した。 前夜の 豪雨に 田の 水が あふれ 一 気に 田の 中の 泥 

鰌 を さらって この 溝に 押出して きた ものら しい。 隣家 

では、 一家 族 総出で 来 揚げ 笊 を 持ち だして 二 升 位 もと 

つたと いふ ことであった。 

隣家からの 泥鰌の 蒲 焼 を 食卓の まん 中に 置いた。 

その 香気の あるお いし さうな 匂 は 私の 鼻 をかん ばし 

く衝 いた。 

—— お前 は、 ない ことに 今朝 は 寝坊 をした ね。 

私の 妻に 対する 言葉 は 表面 穏か であった が 思 ひがけ 

ない 幸福 をと り 逃がした やうな、 腹の 何処かに 滑稽な 



悲しみに 似た ものが こみあげて くるので あった。 

—— わたし も、 今朝な にか 騒がしい と 思 ひました よ。 

—— 思 ひ つ いたら 起きて 見たら よかった ぢ やない か。 

青 丸 はしき りに、 小さな 手で 食卓の 上に はい 上がら 

うと 努力して ゐ たが 急に むせび だして 顔 を 火の やうに 

赤く しだし、 喰べ てゐた 飯をテ ー ブルい つ ぱいに 噴き 

だし 激しく 続けさ まに 咳 をし だした。 

いかにも その 咳が 苦し さう であった。 妻 は 慌て、 強 

く 青 丸の 背 を 平手で 打った。 青 丸 は 眼 を 赤く 充血 さし 

て、 ゼィん \ と 壊れた 笛の やうに、 のど をい はしな が 

ら、 鶏の やうに のど をな がく 伸して いつまでも 咳 をし 



続けた。 

—— 貴郎、 青ち やん は、 百日咳に 取りつ かれたん ぢ 

やなく つて。 どうも さう らしい わ。 

妻 は 心配 さう に 青 丸の 様子 を 窺 ひながら 私に かう 問 

ふので あった。 

_ —— そんな こと はお 医者 ぢ やない から 知る もんか。 

私 はかう 邪険に 突 離して をいて 泥鰌の 蒲 焼の ひとつ 

を 口に ほうりこんだ。 妙に 乾燥した 風味と、 そして 泥 

鰌の 背の 軽い 骨と を 歯に 感じた。 しかし その 香気 は 風 

に 散って しまった かの やうに 何の 味 もない ものと なつ 

てゐ た。 



再 141 一目 



電車 を 降りて XX 橋から、 雨の 中 を 私と 彼と は 銀座 

の 方面に 向って 歩る き だした、 私と 彼と は 一本の 洋傘 

の 中に ぴったりと 身 を 寄せて、 黒い 太い 洋傘の 柄 を 二 

つ の 掌で 握り 合って ゐる。 

男 同志の 相合傘と いふ もの は、 女との それよりも 涯 

かに もっと 親密な 感じが する ものである、 殊に 私 は 彼 

とこん な 機会で なければ、 おた が ひに かう 激しく 肩 を 



に 向って なんの 持ち物 もな く、 行軍 かなに かの やうに 

一 生 懸命に なって 歩る いて ゐる、 砂塵が バラ バラ 頰を 

散弾の やうに 打つ、 私 は 何度も 立ち止まって 休息し、 

風の ffl ぎ 間 を 見て また 歩る き 出す、 すると 不意に 私の 

眼と 口と をふさい だ 大きな 掌が あつたの だ。 

私 はこの 寂しい 街で 露西亜の 強盗に でも 逢った やう 

に 驚ろ き 慌てて、 その 巨大な 掌 を はらいのけた、 私 を 

窒息 させよう とした 掌 は、 風に 飛んで きた 活動写真の 

ビラであった。 

その 時 私 は 広告 ビラ を 心から 憎んだ、 そして また 人 

間の 頦を掩 ふ ほどの 馬鹿 気て 大きな ビラの 注文 主 を 僧 



蕪 地の やうに 荒れ、 ヒビ 割れた 手 を もって ゐる 女中 達 

が、 彼の 発明品が 世に出る ことで 救 はれる こと を、 彼 

自身 信じて ゐた、 然し 彼 は 之 等の 有益 無益の 発明 考案 

を、 商品 化する ことが 出来なかった。 

社会 は —— 刑期が 満ちて 当人の 罰が 終 つて 仕舞へば、 

全然もう 放うたら かして 仕舞 ふ、 即ち、 当人に 対して 

その 最高の 義務の 生じよう とい ふその 瞬間に、 全然 彼 

を 見捨てて 仕舞 ふと ォス カァ • ワイルドが 受刑者 を哀 

れんだ 言葉が あるが、 彼 も 一 歩 刑務所 を 出る や 否や、 

社会の 義務 は 彼 を 離れた。 

途端に 彼の 住所へ 顔見知りの 刑事が 『ぉゝ 居る か I 



I』 と 訪れて きた、 彼 は 更に 新ら しく 監視され ると い 

ふ 義務 を 負 はなければ ならなかった。 

彼 はい ま 懐中から 手帳 を 取 出して、 歩きながら 書い 

て ある 事柄 を 調べ 始めた、 手帳に は 『お 召 羽織 二十歳 

位 花模様』 『男 帯 綴 織 風の もの』 『三十 五六 歳 向 ショ— 

ル 茶色』 『上等 ゥヰス キイ 三本 贈答 用』 などと 書かれて 

あった。 

彼 は これらの 品物 を、 デバ— トの 各階から 選択して 

盗む ので ある、 彼の 出獄 を 歓迎す る もの は、 彼の 盗品 

を 喜んで 引受け 金に 代へ て 呉れる 怪しい 家 だけで あつ 

た。 



運命的な 感傷に とら へたので あった。 

当日の 講演が 如何に 感動 的であった かとい ふこと は、 

聴講の 学者 達が うす 暗い 廊下 を 満足に 前進す る - J とが 

できない 程、 興奮して ゐる ことで も わかる のであった。 

吉本 博士 は、 たえず 人 さし 指で 廊下の 壁に ふれ、 頭 

を 垂れて、 非常に ゆっくり 歩き、 そして じっと 立 止つ 

て 思索に ふけって ゐる 時間の 方が 長かった。 潮 博士 は 

ふかく 腕 を 組み、 軽く 靴 を 鳴らして、 三 歩 前進して は、 

体 をく るりと 一 廻転す るので あった。 

人々 がみな 去って しま ひ、 がらんと した 講堂の 中に、 

野 村長 命 博士が 腑抜けの やうに、 前方の 黒板に、 講演 



野 村 博士 は 泣いた、 それ は 無理 もない、 林 泉 太郎博 

土の 今回の 研究発表 によって、 野 村 博士の 従来の 暗黒 

中の 幼虫の 光線に 対する 反応が、 光度、 感受性、 内的 

傾向の 三つより なるとす る三大 原則 は 脆く も 打 破られ 

たのであった。 

野 村 博士 は 腰掛け を 立ち あがって 黒板に 近づき、 講 

演者の 描いた 図式 を、 消したり、 かき 加へ たり 始めた _ 

これまで 実験に 供して ゐた 下等動物 は、 梅 毛虫、 ョ 

トウ ムシ、 モンク ロシャ チホコ 等で あつたが 林 泉太郎 

博士 は 新ら たに インテリゲンチャ 虫と いふ 新種 を 発見 

したので あった。 暗黒の 箱の 中に、 これ 等の 下等動物 



り を、 この 動物に むけ、 照らし 出させ、 しきりに この 

深海 動物の 動作 を 視察した のであった。 

この 動物 は、 一個の 頭と 四 本の 足と を もって ゐて、 

何 か 枕 様の 物体に、 その 頭 をのせ 呻吟して ゐる 風で あ 

つたが、 博士 はこの 動物が 蛸で あると いふ 見極め をつ 

ける のに、 かなり 長い 時間 を かけなければ ならな かつ 

た。 

『博士、 蛸に して は 肢が四 本より ありま せんが —— 』 

『XX 助手、 彼奴に は 立派に 八本の 足が あつたの さ、 

よく 注意して ごらん、 ほら 根元から 千切れた 痕 が四ケ 

所 ある だら う』 



〇〇 の 膝の 上で、 右手で 客の 首 を 抱へ 込み、 コンパ ク 

トの鏡 を、 客の 鼻先に 突きつ ける のであった。 

『ほら、 旦那の こ、 に、 白い 条が 額に あるで せう、 皆 

さん も 御覧よ、 これが 露満 国境な の、 髪の毛の ある 方 

は 森で 口 シャだ わ、 顔の 方 は 満洲 国で せう、 耳の 方が 

蒙古で せう』 

雛 太 は 客の 額 を、 可愛い 指で っゝ きま はした。 

『もうよ いよい、 白状す る、 いかにも わし は露満 国境 

から 帰って きた 許リぢ やで な、 帽子の 日焼が まだ とれ 

んで、 すぐ 〇〇 と 判り をる わい ハハ ハハ I』 

客と 芸妓 達 は 笑 ふので あった。 



『然 らば 小生の 職業 を 当てて みい I』 とその 時 一 人の 

洋服の 客 はいふ。 

『あら、 旦那 は、 ブル ジョァ でせ う』 

『ブル ヂョァ はよ かった ね、 露骨な 奴 だな あ、 いかに 

もさう だよ』 

雛 太 は チラと 姉 芸妓に 眼 を や つてから 

『姉さんが 教 へて くれたの よ、 洋服の チョッキの 釦が 

掛ら ない 位、 肥へ てい らっしゃ るお 客 は ブル ヂョァ だ 

つ て さ I』 

なるほど 客 は チヨ ツキの 下 釦が三 つも はずれて ゐる 

のであった。 



『おい、 芸妓 ども、 列べ ッ、 敵前 渡河 ぢゃ』 

芸妓 達 はならび、 三味線 を搔き 鳴らし、 黄色い声で 

歌 ひ 出した。 

『浅い 河なら I 膝まで めくる』 

選ばれた 踊り子 雛 太 は、 しぶしぶ 立って 舞った、 兵 

士が 敵前の 河 を 渡る しぐさ をす るので あった。 

歌の 文句 は 浅い 河から、 だんだんと 水の 深いと ころ 

に 進んで 行った。 

歌に つれて 雛 太 はお 座敷 着の 裾 を 両手で つまみ、 そ 

れを めくり 上げながら 次第に 白い 脛 を 現して いった。 

『勇敢に せんか、 敵前 ぢゃ ぞ』 



水 は 膝頭より だんだん 深くな つてい つた、 途端に 雛 

太 は 白い 脛 を 飜しぺ たりと 坐リ、 わつ と 泣き出した。 

『旦那、 あなたが、 浅い 河 を 踊りな さいよ』 

半玉 は 手に した ハンカチ を 客の 顔に 投げつ けた、 客 

は ムット 怒った顔で 怒鳴った。 

『馬鹿 ッ、 上官に 反抗す るか、 上官 は 敵前 渡河 は 馬に 

乗って やる もん ぢゃ I』 

村会の 議題 『旦那の 湯加減 並に 蠟燭 製造の 件』 

電燈 も、 飯米 も、 肥料 も、 種子 もない。 抽象的な 言 



ひ 方 を すれば、 百姓 だけが ゐる 村へ、 都会から XX 政 

党の 農村 視察の 旦那が 訪ねて 来た。 

柔らかい、 白い 手の平 を 愛嬌よ く 振りながら、 旦那 

の 姿が、 村へ 入る 峠へ 現れた。 村長、 村会 議員、 青年 

団、 処女 会、 子供、 飼犬、 等、 村の 土臭い もので、 足 

を もって ゐる、 すべての ものが 出迎 へた。 もし 旦那の 

所属して ゐる 政党と、 村との 関係と を 説得す る ことが 

出来たら、 熊蜂 や、 蚯蚓 や、 山 雀 も出迎 へに 引出した 

だら う。 村長の 気持 を 打ち あければ、 畑の 物 や、 山の 

木の葉 を さへ、 旦那の いらっしゃる 方角へ、 一枚 一枚、 

葉 を 向けた い ほどに 敬意 を 払 つ てゐ た。 



板が あって、 それ を 旦那 は 重い 体で 沈ませ、 肩まで ひ 

たるので あつたが、 湯 は 旦那の 体の 容積 だけ、 ザブリ 

と こぼれた。 

百姓 は、 あわて ゝ 手桶 を もって 村の 谷底へ 大騒ぎ を 

しながら、 水汲みに 降りた。 

旦那 は 村で 五衛門 風呂と 言 はれて ゐる大 釜へ ひたり、 

後 頭 を 釜の 縁に かけ、 両眼 をつ むり 『ふん、 ふん』 と 

鼻の 先 を 鳴らしながら、 一 人 一 人から 村の 状勢 をき い 

てゐ た。 

間もなく 旦那 は 恍惚 状態に 陥った、 全く 身動き をし 

ない、 ただ 『熱い I』 と 一 言い はれる、 百姓 達 は 驚い 



て、 傍の 桶の 水 を、 ザァと 釜に あけた、 そして 次の 用 

意の ために、 水 汲隊は 谷底へ いそいだ。 

旦那 は 今度 は 『ぬるい I』 とた だ 一 言 感想 を 述べた、 

百姓 達 は 驚ろ き、 釜の 下の 火を搔 きたて、 薪 を 加へ、 

薪と り隊は 山奥へ 木 をと りに でかけた。 

『旦那に 粗相の ないやう に、 する だよ』 かう いひな が 

ら 村長 は 折々 風呂 小屋 を視 きに 来た、 そして 湯気の 中 

に 陶然と 眠って ゐる 客人 を 見て、 満足 さう に 引返へ し 

ていった。 

旦那 は懶 さう に、 『ぬるい I』 と 云 ひ、 癇癖 さう に 『あ 

つい I』 とい ふだけ で、 百姓 達 は、 水 を 加へ、 火 を 焚 



をした。 

彼等に とって 髯は 余程 重要な ものに 違 ひない、 車の 

中程に 腰かけて ゐる 若い 東京から 来た 男 一 人 だけが 無 

髯 であると いふ 意味で、 この 男 を 他の 者よりも 惨めに 

弱々 しく 見せた。 

汽車 は 北海道の 奥地へ、 奥地へ と 走って ゐ たが、 間 

もな く 轟々 と 水 響の する 小さな S 駅に 着いた。 

土工 夫の 一行 は、 この 小 駅に 降り、 せまい 構内 を 出 

ると すぐ 足下に ある 谷に 懸 つて ゐる 鉄索の 釣 橋 を 列 を 

なして 渡り、 樹林の 中に 分けて 入った。 一行 は 吉本組 

XX 地区 飯場で、 水力 電気の 土工 工事に 働く ので あつ 



彼 は 栃木県の 或る 町で 空腹に 襲 はれた。 彼 は 盗る も 

の を 物色した、 彼の 執拗な 視線の 先方に 紙芝居 屋の自 

転 車が 一台、 原っぱの まん 中に 立て、 あるの をみ つけ 

た。 紙芝居 屋は 子供 を 集めに 何処かに 行った の だら う、 

彼 は 紙芝居の 箱の 抽き 出しから、 一円 二十 銭の 金 を 鷲 

摑み にした。 

金が 入る と 彼 は 身内に 勇気が 蘇り、 曇り 日の 街 を 非 

常な 速度で 走り抜けた。 街 端れ の 屋台に とびこんで、 

一 杯 十 銭の 安 ウイ スキ— を 十 杯 煽った 残りの 二十 銭で 

丸 パン を 買って、 ひよ ろ/^ とした 足 どり で 其処 を 出 

た。 



き、 ボッ ボッと 大粒の 雨が 水面に 斑点と なって おちる 

の を、 一 つ 一 つ 眺め 浅瀬 を 対岸に 渡った。 

， J そん ぼく 

古 損 木に なり かけの 一 本の 見上げる やうな 高い 樫の 

大木の 下まで くると 彼 は 猿の やうに ょぢ のぼり 始めた。 

樹の 頂上に 近い 手頃な 枝に またがって、 さて 牝鶏め は 

と 下 を 見お ろした が、 牝鶏の 影 も 形 も 見えなかった。 

『牝鶏で も、 巡査で もやって 来い』 彼 は 叫んで 強く 胸 

を 打ち、 遠方に 視線 をとば すと、 意外に も 彼の 希望 通 

リの ものが やって きた。 豆粒 程に も 小さい 黒い 点が、 

腰の あたりで、 にぶく 白く 光る ことで 剣 を 吊して ゐる 

ことが はっきり 判る。 然も 一人 や 二人で はなく 七 人の 



ゐた。 彼 は 恐怖しながら 接近した、 黒い ものの 形 は 動 

物の 黒い 影絵 で 影から 三 米 離れた ところに 怪物の 本 

体が ゐた。 

『なんてち つぼけ な 奴 だい I』 

彼 は 怪物 を 軽蔑した、 手の平に のっかり さうな 一 匹 

の 小犬が クンクンと 泣きながら 立って ゐた。 電燈の 光 

りの 加減で 倍加され て 影が 道路に 映って ゐ るので あつ 

た。 

『やい、 小犬 奴が、 わが 王者の 御 通行 を はばむ と は I 

さて は 我に 害心 ありと 見えたり』 

足 を 踏 張り 芝居が かりで、 彼 は 小犬の 鼻先へ 親指 を 



突き出し 『怪物 消えて なくなれ ッ』 ととりと め もない 

こと を 呪 ひ 出した。 

小犬 はだん だんと 拳 ほどの 大きさから 鶏卵の 大きさ 

に 縮まり、 ピンポン 玉 ほどに なり、 つ ひに 姿を消した。 

彼 は 胸 を そらし、 陽気に なって 大きな 声で 歌 をうた ひ 

だした。 

不意に 道路 脇の 暗が りから、 若い 警官が 現れて きて 

呼びと めた。 

『ちょっと 待ち 給へ、 君 はい ま 何の 歌 をうた つて ゐた 

かね I』 

彼 はい ま 歌って ゐた 許りの 歌 を 忘れて ゐた。 若い 警 



官は 改まって たづね た。 

『君 は 現在の 政府に 不満 を もって ゐ ないかね』 

不意の メンタルテストに 狼狽した 彼 は、 かう した 場 

合 そ の 場で 率直に 答 へる ことが 却つ て 有利 だと 思 つ た 

ので 

『今から 約 二 年 前 は、 政府に 不満 を 抱いて をり ました 

が、 今 は 全く 感謝 そのものでありまして I』 

『よろしい、 ところで 一寸 本署まで 来て くれ 給へ』 

彼 は 思想 課 調べ 室 へ 呼び出された。 

『お、、 XX 君、 君 は 革命歌 をうた つた さう だね』 

彼 はなん て 冤罪 だ I と 心に 怒った。 絶対に 歌った 覚 



え はない の だ。 思索的な 路で、 どうして 非 思索的な 革 

命 歌 なぞ を 歌 ふとい ふ ことがあらう。 

何 心なく 係官の 机の 上の 紙 きれ をみ た、 彼 を 連れて 

来た 若い 巡査の 書いた 報告書が のって ゐた。 

『><月><日午前ー 時 頃 X X 道路に 於て 警戒 中 泥酔せ る 

男が 放歌 高声に て 「彼等 は 常に 我等の 行動 を 監視し」 

と 不穏なる 歌 を 歌 ひつ ゝ 通行せ る を 連行せ り』 云々 

と 書かれて あった。 彼に 記憶が 蘇って きた、 さう だ、 

ス テン カラ— ジンの 歌 をうた つた 害であった。 

そし 

ドン コ サックの 群に 湧きに し 誹り 



の 行動 を 常に 監視し』 と 即興 的に 纏め あげた ものに ち 

が ひなかった。 

『ひとつ 君、 その 歌 を 見本に 歌って みい I』 

『はつ、 よろしう 御座います』 

彼 は 取調べ 室で 体 を 左右に ゆすぶり、 指で タク トを 

とリ 『ス テン カラ ー ジンの 歌』 を 陽気に うたった。 

『この 歌 は レコ— ド にもあります、 革命歌な どと 大そ 

れた、 神 かけて 噓は I』 歌 ひ 終る と 平謝りに あやまる 

のであった。 

『まあ、 どっちで もい、、 当分 此処へ 泊って ゆ くんだ 

ね』 と 係官 はいふの であった。 



下駄 は 携帯すべからず 

失業者 珍 太 は ニ条の 白く 光って 続いて ゐる 鉄道線路 

伝 ひに 三十 里 歩る いてきた。 

『東京へ 着いたら しいな』 と 彼 は 半信半疑な 儘で 眩い 

た。 大 踏切りに やって きた、 彼の 前に 広い 街路が 展か 

れた。 

『御苦労 さまでした I』 彼 は 自分に 向って、 他人に 言 

はれる やうな 言葉 をつ かった。 珍 太に とって は 自分 も 

他人 も 区別が 判らない 程に いま は 空腹と 疲労で 精神が 



ら みつけて おいて くれろ I』 

と 親し さう に 話 かけた、 珍 太 は 誰彼の 見境な く、 自 

分の 名 も 言 はずに、 東京に 向 ふ ものに 就職口 を 頼む こ 

とで、 何 かしら 気が 楽に なった。 彼等 は 珍 太に かう い 

はれる と、 いかにも 就職の 世話の 自信 有りげ に 頷いて 

通りす ぎた。 

プッリ と 音が して 珍 太の 右の 下駄の 鼻緒が 切れた。 

彼 は 綿入れの 下着の 襟の 一 部 を 裂いて 下駄の 鼻緒 をす 

げた。 三 里程 やってく ると、 今度 は 左の 下駄が 沈黙の 

ま、、 意地悪 さう に ずるずると 横 緒がぬ けて きた、 す 

ると 彼 は その 場に じっくりと 腰を下ろして すげ にか か 



つた。 

東京へ 入る 街道へ 差し かゝ つた 時 今度 は 右の 下駄が 

横 緒が 両方 一 度に プッリ ときれ てし まった。 彼 は暫ら 

く 下駄 を 引ずって 歩る いて ゐ たが、 鼻緒の 切れた 下駄 

を 履いて 歩る くこと が、 およそ 馬鹿々々 しい ことに 思 

へたので、 下駄 をぬ いで これ を 懐中に しま ひこんだ。 

片足 は 下駄、 片足 は 跣 足の ま、 街道 を 歩る いた。 

『 一 寸 待て、 何処から 来た か』 街道 口の 交番で、 珍 太 

は 立番の 警官に 呼び止められた。 彼 は くどくどと 自分 

の 失業の 境遇 を 述べた、 警官 はた だ 一 語 『下駄 を 履い 

て 歩る け I』 と 命令 的に いった。 



出た。 彼が その 邸 を ものの 数 歩 も 出た と 思 ふと 路は商 

店 街に 通じて ゐて彼 を 明るい 灯の もとに 押し出して ゐ 

た。 

夜の 明るい 人通りの 中に 立って、 すべての 恐怖 は 去 

リ、 つくづくと 彼 は 自分の 首に かけて ゐる 力— テンな 

る もの を 見た。 絨毯の やうに 重い、 赤と 黄と 黒との 混 

ぜ 織りで、 黄 は 金色に 見え、 赤 は 朱に 見え、 芝居の 緞 

帳よりも、 もっと 美しい 立派な 力— テンで ある ことが 

判った。 

この 力— テン を 腰に 捲く と 横綱の 意匠 廻し に 見え、 

斜め 肩に かける と 立派な ai 正に 見え、 胸に もってくる 



と 飾りの つ いた 軍服に もみえ る やうな 性質 を もった 

力— テン だ。 彼 は それ を 首に かけて 歩る き 続けた が、 

巡査 講習 所 か ら昨 日出た 許りの 新参 の 警官 でも 彼の 胸 

を 飾って ゐる ものに、 異様 を 感じない もの は あるまい 

彼 は 間もなく 捕 へられた。 調書の 上で は 彼 は 力— テン 

を 盗んだ ことにな つて ゐ るが 

『俺 はけつ して 力— テンな ど 盗んだ 覚え はない、 力— 

テンの 奴が、 俺の 首へ ひっか、 つてき ただけ だ I』 と 

彼 は 心の中で 調書 を 強く 否定し つ y けた。 

掏摸と 影像 



『世間で はよ く、 トンと ぶつかられ たと 思った 途端に、 

電光石火に 財布 を 掏られた などと いって ゐ ますが、 噓 

です よ、 いくら 職業で も、 さう はいきません よ』 と 彼 

は 得意で 掏摸に も 充分な 研究 的 態度が 必要な こと、 生 

マ マ 

優しい 職業で はない こと を 力説す るので あった。 

この 掏摸 も 監房 ホテルに 入って 来たと ころ をみ ると、 

何 か 彼が いふ 研究 的 態度に 欠けた ところが、 彼 自身に 

あつたに 相違ない、 それ は 大いにあった、 XX デバ— 

トの何 階の 何番 売場の 何処の 棚に ある 大島鉼 は、 場 違 

ひものであって、 本場の 大島鉼 は 何 階の 何処 そこに あ 



ると、 この デバ— トは 彼に と つ て 自分の 家の やうに 品 

物の 置 場所 をよ く 知って ゐた。 

或る日 六 階に 上って 行った、 XX 県 産品 陳列 会が 特 

別に 催されて、 反物、 陶器、 貴金属 類が ならべられて 

ゐた、 掏らう とい ふ 気持 もな く、 ぼんやりと 売場の 間 

を 歩る いて ゐ ると、 其処に 彼 をたい へん 怒らした もの 

が ある。 

『こいつの 面 は、 何とい ふ 傲慢 そのもの だ』 

彼 は その 品 をみ ると ムラ ムラと 反抗 心が 湧いて きた _ 

それ は 一 見 純金に 見え、 実は メ ツキに 違 ひない 高さ 一 

尺 程の ナポレオンの 全身像であった。 胸 を 張り、 上 眼 



勝に 遠く を 睥睨し、 強く 地の 上に 長剣 を 立て、 ゐる容 

子 は 天地 自然 や 人間の 運命 を 一 人で 背負って ゐる やう 

な 不遜 さがあった。 その 彫りの 硬さが 良い 出来で はな 

かった が、 その 彫りの 硬さ や 拙 さが 却って 人間の 意志 

を 忖度し ない、 た、 V 立って ゐれ ばい、 だけの 置物の 境 

遇に ふさ はしい、 頑固 さ を 表現して ゐた。 彼 は 妙に こ 

の 彫像に 腹が立つ たので、 慾 得 を 超えて、 本能 的に そ 

れを 奪ら うと 心に きめた。 

計画的な 最初の 手 を 彼 は そっと 彫像に 触れた が 『こ 

れ はいけ ない』 と 直感した。 

彼と 横 斜めの 位置に 一人の 男が 立って ゐて、 確に デ 



パ ー トの 監視 員に まちが ひなく、 然も じっと 彼の 挙動 

に 注意して ゐた、 彼 は その 日 は 帰った。 

一晩中 彼の 頭の 中の 策戦 本部 は 活動して ゐた。 翌日 

彼 は 売場に やって きた、 意外な こと だ、 前日に はな か 

つたのに、 立像の 台に 三本の 針金が かけられて ゐて、 

堅く 陳列 台に とりつけられて ゐた。 

『はは あ、 俺が ねらって ゐ るの を 感づいた な I』 

『よろしい、 こっち だって 手 は ある さ I』 

彼はぷ いと子 供の やうに 不機嫌に な つて その 日 は 帰 

つた。 

翌る 日、 彼 は デバ ー トの 地階 金物 売場で、 小さな 道 



工場 地域の 窪みに 沼の やうに 水が 溜って ゐた。 そこ 

の 沼の 蘆の 繁 みに 一 人の 少年が 隠れて ゐた。 彼 は 自分 

の 隠れて ゐる 場所から 見えて ゐる 車輪 工場の 寄宿 所の 

窓の 灯が 暗くなる の を 待ちくたびれて ゐ るので あった。 

寄宿 所の 灯 は 暗くな つた。 少年 は 雀躍り して、 小脇 

に 抱へ てゐた 新聞 包み を 地べたに おろし、 中の もの を 

出した。 謄写版 刷の ビラ 数百 枚で、 それに はかう 書か 

れ てあつた。 

『労働者 諸君、 欺され るな、 ファッショ 組合 XX 会の 



ダラ 幹 を ボイコット しろ、 君 等 自身の 争議 委員 を 選べ 

I』 

少年 は 悪戯 児ら しく、 この ビラ を 眺めて にやり にや 

りと 笑 ひながら、 忍び足で、 めざす 建物に 接近して 行 

つた。 

建物の 窓に 近づいて 中を視 くと、 小さな 電燈 がと も 

つて ゐた。 寄宿 所の 内部に 約 二百 人の 労働者が、 乱雑 

ながら も、 数列に 布団 を 列べ て 眠って ゐた。 壁に は 争 

議のス 口 —ガ ン や、 組合 本部から の 激励 文、 ファッショ 

がかった 文字 を 書いた 張 紙な どが、 壁に 所 狭い までに 

張られて あった。 



少年 は暫 らく 人々 の 寝息 をう かがって ゐ たが、 大胆 

に ひらりと 窓 を 乗り越えて 内部に 忍び こんだ。 爪先で 

あるきながら 『静かに I 静かに I』 と 自分に 自分で 言 

ひながら 労働者の 枕許に 一 枚 一 枚 ビラ を 配った。 

彼 は 配り 終る と、 窓 を 乗り越えて、 戸外に 出て、 ほ 

つと 吐息 を ついた。 

『あいつら は、 明日の 朝、 驚ろ くだらう、 そして ダラ 

幹 共 は 叫ぶ だら う I 反対派が 忍び こみ やが つた、 みん 

な ビラ をよ こせ、 ビラ を 読むな ァ』 

少年 は 愉快 さう に 口笛 を ふきながら 歩る き だした。 

しま なく 

『失敗った、 紛失し ちまった ァ』 と 不意に 叫んだ、 次 



『誰 だ つ I 貴様 は I』 

と 低い 声で いった、 失敗った と 思った が、 少年 は 

『誰でもない I 静かに しろ、 おれ は 共産党 だ』 その 男 

はくる りと 布団 を かぶって、 底の 方へ ゴソ ゴソと 芋虫 

の やうに もぐって しまった。 

ビラ を 調べて ゆく うちに、 ふと 小為替 は シャツの ポ 

ケット に 入れて あった こと を 思 ひ 出した。 果して ポ 

ケット に 入れて あつたので、 彼 は そのと き 危険な 場所 

を 去り だした、 少年 は あわて、 寝て ゐる 男の 頭 をい や 

とい ふ 程 足で 踏みつけた、 男の 叫びと 部屋 中の 混乱 を 

背後に きいて、 窓から 戸外に むかって 暗がりの 中に 飛 



び 下りる と、 少年の 飛び下りた 尻が 爆弾の 炸裂す る や 

うな 大きな 音 をた てた。 それ は 少年が 飛び下りた 窓 の 

下が 鶏 小屋の トタン 屋根で、 彼 は それ を 踏み抜き、 ギヤ 

ァ、 ギヤ ァと いふ 鶏の 狼狽す る 声と、 争議の 籠城 組と 

の 騒ぎの 叫びと で、 深夜の この 工場 地域に 住む 人々 を 

みんな 起き 出させて しまった こと を 知った。 

暗黒の 中 を 少年 は、 ひた 走りに 仄 明るい 夜空 をめ が 

けて 走り だした。 走り 乍ら 少年 は 可笑しくて たまらな 

かった。 『共産党 だ I』 と 出 鳕目を 言って やったら、 ゴ 

ソゴソ と 布団の 中に 恐縮して 頭 を ひ つ こめた 男の こと 

を 思 ひ 出した ので ある。 少年 はふと 手に ビラが 数十 枚 



る こと を 知った。 彼が 張った ビラの 板に 浮き 上って ゐ 

る 文字 を 読みく だして、 少年 は呆 きれてし まった。 永 

遠に つづく 塀、 その 塀つ づきのと ころに かかって ゐる 

板に は 『XX 警察署』 と 書かれて あった。 そして 少年 

の 背後に は 一 人の 背の 高い 警官が 立って ゐて、 怪訝 さ 

うに、 警察の 門柱に ビラ を 張って ゐる 少年の 手元と 顔 

と を 見較べ てゐ るので あった。 



犬 は なぜ 尻尾 を 振る か 



東洋 電機 製作 株式会社の 社長 蛭 吉三郎 氏 は 信念の 人 

であった、 たいへん 直感的 人物で 物事の 要領 を 捕へ る 

とい ふ 点で は、 社員 も 頭 を 下げぬ わけに はいかな かつ 

た、 例へば 社長 は 事務机の 前に 三人の 社員 を 呼んで、 

それぞれ 事務 上の こと を、 三人 同時に 報告 させ、 自分 

は 眼 を 細く しながら、 そ は そ はと 聞いて ゐる とも、 聞 

いて ゐ ない とも 判らない 焦躁 状態で、 机の 上の 書類 を 

両手で がさがさと 搔 きま はした、 それで ゐて 三人の 事 

務 員の 報告 を 一 度に ちゃんと 聞いて ゐ ると いふ 才能が 

あった。 

『XX 君、 X X 会社へ やる 品物の 見積り は あれ ぢゃ、 



度合 を はかる バ ロメ— タ— であるかの やうに、 尻尾 は 

車輪の やうに 蛭 氏の 前で、 大きく また 小さく 廻転した。 

『よろしい、 帰って よろしい、 また 明日 』 と 蛭 氏 

は 手 短 かに 犬に 向って 言った が、 その 時、 蛭 氏 は 非常 

に 内心 感動した の だ、 彼 は 洋服の ポケットから 慌て、 

手帳 を とりだし、 暗がりの 中で 乱暴に 鉛筆 を 走らして、 

手帳に かう 書きつ けた。 

『犬 は なぜ 尻尾 を ふる か？ 疑問 解決す、 明朝より 全 

社員 尻尾 をつ けて 出社の 事 —— -』 

弾性の ある 針金 を 芯に して、 これに 真綿 をぐ るぐ る 

まき、 天鵞絨の 袋 を かぶせて できた、 男 社員 は 黒、 婦 



まざ まな 尻尾の 振り方に 依って、 社員の 勤怠 や、 成績 

に関する メモ をと る こと もで きた、 社員 達に とって 然 

し さまざまな うるさい 出来事が 起き 出した。 

『あいつ、 XX 課長 奴、 社長の 前で あの 尻尾の ふり 方 

をみ たまへ、 振る わ、 振る わ、 大車輪 ぢ やない か、 あ 

ん なに 振らんでも ネ』 

『出納 部の X X 君 を 見 給へ、 社長の 前の あの 醜態 を さ、 

お や 感極ま つ て 尻尾 を 股 の 間に 捲き こんで しまったよ 

—— 』 

とい ふ 噂 をし あ ふ のであった。 

蛭 社長 は 尻尾の 装置 を もって、 事務 能率 上の 画期的 



ると 丁度 塀に 接近した ところに 寝室が あつたた めに、 

通行人が そこで 用 を 達する 尿の 響 は、 眠って ゐる この 

宗教家の 脳の 襞に 直接 用 をた された やうな 堪へ 難い 不 

快感と 屈辱 を 感じた、 彼 は 一策 を考 へだし、 宗教家ら 

しく 人間の 尊厳に 訴へ てこれ を 防がう とした、 半紙に 

墨 黒々 と 『このところ、 犬の 他 小便すべからず I』 と 

書いて 塀に 張り出して をいた。 

効果 は 良い やうであった。 この 神官の 家が 明るい 街 

が 急に 切れた ところの 淡 暗い 路地に あつたた めに 通行 

人 は その 角まで 膀胱に 力 を いれて きて 横に かけこんで、 

いっぺんに 膀胱 を ゆるめる とい ふ 状況に あった。 然し 



然として 塀 を 汚す のであった、 問題 は 更に 進展した、 

仏教徒の 書いた 鳥居の 図に 関して 

『鳥居 を 描く と は 何事 だ、 われわれ は 彼奴が 我々 の 奉 

する 神の 神格 を 故意に 汚しと ると 思 ふの だ 実に 怪し か 

らん、 全 宗教 界の 問題と して 宗派 院に 訴訟す る』 

と 神官 はかん かんに 怒った、 この 係争 は 続いた、 問 

題 は そして 今回の 東邦 宗徒 連鎖 聯盟 会議に も 持ち出さ 

れ たが 当日の 決議と して は 

人間的 立場から みて、 人間 を 対照と しての 貼 紙 『犬 

の 他 小便すべからず I 』 はすこぶ る 人間 自身に 対して 

穏当で ない、 鳥居 を 描く こと 勿論よ ろしくない、 この 



『議長 それ は 反対であります、 国家に は それほどの 経 

費 はない と 思 ふので あります』 

『議長へ 申し上げます、 我輩 はこの 問題 は 犬が なぜ 片 

足 を あげて 小便 をす るかと いふ 問題の 解決が 一 切 を 解 

くと 思 ふので あります (拍手) つまり —— もし 犬が 片 

足 を あげないで 用 を 足す ことができれば、 塀に は 毫末 

も 引か ゝらず 直に 汚物 は 地に 吸収され るので あります 

これに 対して 何 か 諸君に 良い 案が 有りません か、 あり 

ません か 、ありませんでしたら 私が 案 を 申します、 我々 

宗教家 は 街の 犬が 小便 を 催し さうな、 気配 を 知った な 

らば、 そのために 用意され たと ころの 腰掛けに 車を附 



器 を 運ぶ 理由 はつ まり 何故 犬 は 片足 を あげて 小便 をす 

るかと いふ ことで つまり 両足 一 べんに もちあげられな 

いからであります』。 



犬と 女中 

—— 大と 謎々 のうち —— 

心理学者 吉植 吉三郎 博士の 家庭で は 女中 を 解雇した、 

この 女中と いふの は、 博士 夫人が 良い 女中が ゐ なくて 

困る と、 出入りの 植木屋の 顔 を みるたびに 〔# 「たびに」 



さぞ 新聞 を 読 みたいで せう が、 新聞 は 御主人の 学問の 

ことで とって ゐ るので す、 だから、 わたし も 遠慮して、 

なる ベ く 読まない やうに して ゐる ほどな のです よ I 

I』 

とい ふので あった。 丁度 その 時、 博士 は 外出から 帰 

つてき た、 夫人 は それ をし ほに、 女中に 向って、 話 を 

一 層 大袈裟に もってゆか うとした、 

『ねい、 貴方、 いま も ネィャ に 新聞の こと を 話して ゐ 

たのです が —— 』 

博士 は、 夫人に は 答へ ずに、 いかにも 苦々 しい 表情 

をして、 でも 窵 揚 らしく、 



『うむ、 新聞の ことか、 いや 大した 問題 ぢ やない さ I 

I』 

と うそぶく のであった。 

その 時、 女中 はいかに も 言い難 さう に 体の 向き を 博 

土の 方に かへ ながら、 お づぉづ としゃべ るので あった。 

『旦那 さま、 では わたしの 見る 新聞 を、 別にと つてい 

ただき たう ございます、 お 代 はお 給料の 中から、 引い 

ていた だきまして —— 』 

博士の 顔色 はみ るみる 変り だした。 『何とい ふこと 

だ、 わしょり 先に 読むな とい ふと、 今度 は 自分で 購読 

するとい ふ、 —— 然も 女中 はたし か 月 五 円 やって ゐる 



その 言葉に 今度 は 女中が、 自分と 犬と 比較され たこ 

とで、 何 か 胸の あたりが ム カム 力と して、 気が済まな 

くな つて、 嘔吐 気 さへ もよ ほして きた。 

『でも 奥様、 プ ー リ はほんと うに 困ります、 お 台所の 

戸 を あけましても、 ただの 一度 だって 閉めた こと は 御 

座い ません の、 そのお かげで 空巣に わたしの 下駄 を 盗 

まれました』 

女中 は 俄然、 勇 弁に なって ゆく のであった、 でも 彼 

女の 眼 頭が しだいに 熱くなる のであった、 彼女が 顔 を 

あげたと き、 彼女 はメソ メソと 泣いて ゐた。 

『ええ、 奥様、 旦那 さま、 (かう いって 呼吸 をのみ こん 



でから) わたし はプ ー リ より 馬鹿で ございます —— 』 

かう いって、 主人 夫婦に 何 か 飛び か、 る やうな 格好 を 

した。 

『ぢ や、 旦那 さま、 なぜ プ ー リは、 なぜ 犬 は 新聞 を 読 

まない ので 御座いま すか —— -』 

犬 は 読まない、 しかし 自分 は 読める とい ふ 立場 を 強 

調しょう として、 こんな 珍妙な 問 を 発した のであった。 

博士 はぐつ と 詰った、 そして 額に 眉 をけ はしく よせ 

た。 

『何、 犬が 新聞 を —— 、 わし はま だ、 それ は 研究し と 

ら なかった よ、 ァハ ハハ』 



『あ、、 プ ー リが、 プ ー リが —— 』 

博士 はかう 叫ぶ と 新聞 を鷲摑 みに して 夫人の 部屋に 

やって きた、 博士 は 再度 『あ、、 プ— リが、 プ— リが』 

と 繰り返し、 無言の ま、 『静かに しろ、 興奮す るな I 

I』 といった 意味 を 示す ために、 両手で 夫人 を 制しな 

がら、 眼 は 其処に 坐れ と 命ずる のであった、 博士 はま 

るで 爆発物で も 扱 ふやう に、 畳の 上の 新聞 を 開き、 そ 

こ を 博士の 太い 人 さし 指で 強く 指して 『夫人に そこ を 

見れ』 と 注意す るので あった。 

みると 開かれた 新聞に は、 おびた、 V しい 動物の 脱毛 

が 散らばって ゐた、 夫人の 直感 は、 すぐ それが 老 犬の 



と 博士 は 言った、 

博士 は 翌朝、 まだ 暗い うちに、 寝室から さっと 這 ひ 

出した、 玄関に は 犬の プ ー リがゐ る、 親戚から 貰って 

きた もので、 もう 彼是 十 歳に はなる だら う、 プ ー リの、 

犬小屋 は、 最初 庭に をいて あつたが、 彼 は 歳 をと ると 

ともに 寒がりに なった、 それに 用心の ためとで 玄関の 

中に 犬小屋 を いれる やうに したので あった、 博士 は そ 

つと 玄関に 向って 忍び あるきながら、 猫が 眼鏡 を かけ 

て 新聞 を 読んで ゐる 図の こと を 思 ひだした 

『老犬 だから、 或は あいつ も 化ける ころ かも 知れん I 

I』 



博士 は 玄関の タタ キを 見下ろす ために、 障子の 傍に 

接近し、 人 さし 指 を 口で しゃぶって、 その 指先 を ぬら 

した、 その 指で 障子紙 を 押して そこに 穴 をつ くり、 じ 

つと そこから 玄関の タタ キを眺 きをろ した。 

非常に 待ち遠しい 長い 時間であった、 まもなく 新聞 

配達が、 玄関の 戸の すきまから 新聞 を 差 入れる、 力 

サ/^ とい ふ 音が したと 思 ふと、 殆んど その 紙の 音と 

同時に、 犬小屋の 中で 寝藁の 騒ぐ やうな 音が した、 プ— 

リが ごそごそと 小屋の 中から 現れた、 博士 は 呼吸 を 凝 

らしながら、 プ ー リの 動作 を 見逃すまい として、 穴 か 

ら のぞいて ゐた。 



に をき、 犬小屋に 再び もぐりこむ ために 立ち あがった、 

博士 はもうた まらな くな つて 犬に むか つ て 質問 を 発し 

ない わけに はいか なくなった、 博士の 学者 的 良心が 眼 

を 覚ました の だら う、 

『すべての 犬 は なぜ 新聞 を 読まない のか —— 』 

と 叫んだ、 プ— リは 穏やかな 表情 をして、 じっと 博 

士の視 き 穴 をみ つめて ゐ たが、 その 顔 は、 曾って 博士 

がプ ー リの 表情の 種類 を 知って ゐる 限りで は、 全く 

た、 V の 一度 も 見かけなかった ところの 尊厳で、 厳粛に 

みちた 顔であった、 そして プ ー リは 低い 声で 何事 か を 

答へ た。 



この 聴き とりにくい 声 を 聴かう として 博士 は 焦ら だ 

つた、 

『先生 —— 、 犬 は なぜ 新聞 を 読みません か —— 』 

と 博士 はプ ー リに 向って、 再び 質問 を 発した、 途端 

に 博士 はすべ て の 精神 も 肉体 も 財産 も 肉親 も あらゆる 

所有 を 失った やうな 寂寥に 襲 はれて、 『先生』 と はなん 

とい ふこと 葉 だ、 しかも それ は 犬が 博士に 向かって 言 

つたので はなくて、 博士が 畜生で ある 犬に 向かって 言 

つた 言葉であった、 博士 は 学問的 主従 関係の 上で も、 

先輩に むかって、 いまだ かって X X さんと は 呼んでも、 

『先生』 とい ふ 敬称で 呼んだ こと は、 ただの 一 度 もなか 



つたので あった、 犬に 向つ て 先生 —— と い ふ 言葉が 無 

意識に 飛び出して しまったの だ、 博士に 『犬 は なぜ 新 

聞 を 読まない か —— 』 と 女中 風情に 研究の 主題 を 与へ 

られ ながら、 それに はすぐ 答 へられなかった 上に、 い 

ままた 犬畜生 を 先生と 呼んで 自己 を 卑しく してし ま つ 

た、 学問の 権威 を 失墜 させた、 『あ、』 (四 字 不明) 〔# 

「(四 字 不明)」 は 本文 中の 注記〕 から 思 ふと、 ススリ 泣き 

に 似た 感情が 博士 を捉 へたので あった、 博士 はこ、 を 

千 どと さながら 畜生の 学徒に むかって 人間の 学徒が 戦 

ひ をい どむ かの やうに、 戦士の やうな 努力 を、 犬に 対 

する 質問の ために 払 はう として ゐた、 すべての 犬が 果 
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日本的と は 何 か I の行衛 

小さな 島に 沢山の 猿が 棲んで ゐた、 こ、 の 猿 達 は 『退 

屈』 とい ふこと を 知らない、 なぜなら 彼等 は 話題 を 失 

つても、 叫ぶ こと を 忘れない からだ、 彼等 は キヤ ッ、 

キヤ ッと 叫んで 一日中 島の 中 を かけ ま はって ゐた、 と 

ころが 猿 達 を 沈黙させる 大事 件が 起った。 



やうに なり、 わけて 常日頃 元気の ない 猿な ど は、 沈黙 

して ヒィ ヒィと 泣く やうな 声より 出す ことができ なか 

つた。 

ところが 突然 一 匹の 猿が 大声 を あげて 叫び だした。 

『諸君、 我々 は あの 位の 暴風雨に よって 沈黙して ゐる 

べき 時で はない、 大いに 叫び、 大いに 遊ぶ 時で ある、 

我々 は、 我々 の 住んで ゐる 島が どんな 島で あるか、 は 

つきり と 知らねば ならない I』 

そして この 猿の 音頭 取りで 新しい 遊戯が 始まった。 

三本の 樹を 枝から 枝へ、 とび 移る 遊戯であった、 樹 

は 波の 打ちよ せる 崖 際に 生へ てゐ て、 樹の 根元 は 絶え 



ず 洗 はれ、 樹は いまにも 倒れさう に 傾いて ゐた。 

遊戯と いふの は、 猿 達 は 第一 の 木に 飛び移る とき I 

『日本』 と 叫び、 そこから 次の 木に 飛び移る ときには 『的 

と は I』 と 叫んだ、 そこから 第三の 樹に 移る ときには 

『何 か I』 と 叫んだ、 そして 猿 達 はいり 乱れて、 『日本』 

『的と は』 『何 か I』 と 口々 に 叫びながら 枝から 枝へ と 

び 移った。 

しま ひに は 遊戯が 混乱して、 『的と は』 『日本』 『何 か 

I』 となった リ 『何 か、 的と は、 日本』 と 前後したり、 

めちゃくちゃな 遊びに なった。 

『諸君、 落着きた まへ』 と 哲学的な 猿が 一 同 を 見廻し 



た、 この 状態で は 何時まで たっても 『日本的と は 何 か 

I』 とい ふ 疑問 は 解決で きないから、 一本 づ つの 樹で、 

ひとつづつの 問題 を 解かう ではない かと 提案した。 

つまり 第一 の 枝に 飛び移る ときに 『日本と は 何 か I』 

と 叫んで しま ふこと であった。 次の 樹 では 『的と は I 

何 か』 と 叫ぶ のであった、 が、 三番 目の 樹に 移った と 

き 『何かと は、 何 か I』 と 叫ばなければ なら なくなつ 

たので、 問題が 一層 わけが わから なくなって しまった。 

すると 樹の 下の 波打 際で、 大笑 ひ をす る ものが あつ 

た、 猿 達が この 笑 ふ ものの 正体 をみ ると、 それ は 波の 

音であった。 



猿 達 は 怒りながら 質ね た。 

『笑った の はお 前 か、 お前 は 何者 だ I』 

すると 

『僕 は 波 だ、 スペインの 海岸から たったいま 君達の 日 

本の 岸へ つ いた 波 だ』 

つ > いて 次の 波が 言った。 

『僕 は 支那の 海岸から、 日本の 岸へ 着いた 波 だ I』 

つづいて 浦 塩から 着いた 波 や、 アメリカから 着いた 

波 達が 答へ た、 この 国際的な 波の 笑 ひ は 次第に 高くな 

つてい つた。 



果樹園の アナ ゥンサ ー 

果樹園に 大きな 望楼が 立って ゐた、 この 望楼 は、 果 

樹 園の 所有者が 建てた もので、 この 国で いちばん 声の 

きれいな、 声の 高い 男が 選ばれて、 沢山の 給料 を もら 

つて、 雨の 日 も 風の 日 も、 この 望楼の 上に 立って ゐた。 

しゃべ 

このお 喋 り 男 は 大きな 声で 叫んだ。 

『こちら は 果樹園の 望楼で ございます、 只今 北風が 次 

第に 強く 海の 方から 吹いて まいります、 みなさん 木が 

倒れぬ やう 御注意 下さ い I』 

『こちら は 望楼で ございます、 たいへん 果実に 虫が つ 



くやう で ござ います、 リ ンゴ に は 紙袋 をお かけ 下さ い 

I』 

『X X さんの 柿が 熟れました、 只今 三 個 落ちました、 

これ は 本年 最初の 熟柿で ございます』 

などと 大きな 声で 叫ぶ のであった。 

このお 喋り 男 は 雇 はれる とき、 主人との 約束で、 自 

分の こと はしゃべ つて はいけ ない 事、 果樹園の 主人が 

伝へ てよ いと 許した こと 以外に はしゃ ベれ ない 事に な 

つて ゐた、 彼 は 自分の こと は啞の やうに 黙って ゐ なけ 

れ ばなら なかった。 



或る時、 大海 嘯が 突然 やって きた、 果樹園の 人々 は 

狼狽して 果樹園の 背後の 山へ 避難した が、 望楼の 男 だ 

け は、 最後まで 望楼に 踏み止ま つてお 喋し つづけた。 

『みなさん、 御 安心 下さい、 只今 水 は 二 米 減りました、 

XX 方面で は 三 米、 X X 方面で は 四 米 減りました、 X 

X さんの 李の 木が 五本 倒れました、 被害 は 思った より 

僅少であります、 間もなく 水が 引く と 思 ひます』 

『御 避難の 方へ 申し あげます、 XX 方面 はもう 大丈夫 

ですから 随意お 帰リ 下さい I』 

間もなく 洪水 は 収まり、 人々 は 果樹園に 帰って きた、 

人々 はこのお 喋り 男の、 英雄的な 勇敢な 行為と、 果樹 



園への 奉仕ぶ りに 感動して、 勇士 だと 褒めた。 

ほんと 

と y J ろが 人々 はこ のお 喋リ 男の 真個う の ， J と を 知ら 

なかった のであった、 この 男 は 勇士 どころ か 一番の 臆 

病 者で、 最初 果樹園に 水が 襲って きたと き、 男 は 真 先 

に 望楼 を蚯け 下りて、 逃げ ださう とした、 そこへ 果樹 

園の 主人が やって きて この 臆病者 を、 望楼の 柱に 繩で 

しばりつけてから、 主人 は 手に した 鞭で ぴしぴ しと 男 

の 尻 を 引っぱた き、 強制的に 果樹園の 安全な こと をお 

喋リ させた のであった。 

水が 引いて から 主人 はお 喋り 男の 尻 を 撫でて やって 

『いや 御苦労々々』 といって 褒美の 金一封 を 渡した 上、 



村の 人々 は、 この 老人 を 『百 歳 老人』 と 呼んで ゐた、 

村随 一 の 物識りで、 村に 何 か 面倒な 事が 起きる と、 村 

の 人々 はこの 老人の 住んで ゐる村 端れ の 家まで 『如何 

した もので ございませ うか I』 とき、 に 行った。 

ごたごたが どうしても まとまらない 時 は、 村長が 老 

人を迎 へに 行った、 老人 は 長い 竹の杖 をつ いて 出て 来 

た。 

この 竹の杖の 節 はくりぬ かれて、 中には 薄荷 水が 詰 

めて あった。 

老人 は 村の 歴史 をよ く 知って ゐて、 村の 騒擾 を 捌く 

智恵を 沢山 もって ゐ たが、 年齢が 年齢な ので、 とき ど 



つて をり ます、 これ は 鶏 小屋へ 返へ した もので ござい 

ませう か、 ひと 思 ひに 殺して 喰べ てし まった もので ご 

ざ いませう か』 

すると 老人 は 

『わしが、 ひとつ 考 へて みょう I』 

さう い つて 一 間にと ぢ こもって 考へ こんだ。 

だが 鶏の 羽虫の こと を考 へる よりも、 年齢の せいで、 

老人 は 眠くて たまらな いので、 コク リ、 コクリ と 居 眠 

リを 始めた、 老人 は あわて、 杖 をと りあげた が、 あま 

り 大急ぎ で 家 を 出て きたので、 杖に 薄荷 水 を つめて 来 

るの を 忘れて ゐ たので、 これ を 額に 塗って、 眠気 を さ 



ますこと も、 村の 歴史の こと も、 鶏の 羽虫の 駆除の 良 

い 名案 も 思 ひ 出す ことができなかった。 

何時まで 経っても 老人が、 い、 智恵を 貸して くれな 

いので、 村長 はこの ま、 でゐて は、 羽虫が 村 中の 鶏に 

伝染して しま ふので、 取敢 へず 一番 羽虫の 沢山つ いて 

ゐる鶏 一 一十 数 羽 を 殺して しまった。 

そして 残りの 鶏 を もとの 鶏 小 舎に 帰して 老人のと こ 

ろに 行った。 

『いか、 V で 御座いませう、 御 老体い ゝ智 恵が ございま 

せう か I』 

ときいて みた、 しかし 老人 はじつ と考 へこんで ゐて 



か 知らない のか、 とにかく この グル ー プは 表面 甚だ 仲 

の 良い ものであった。 

座談会が 終る と、 一 同に 酒が 出た。 

『座談会 も 終った からい ゝが、 実際 こんな こと は 書い 

て もら つて はこ まるが ね I』 

などと 身 を ふる はすこと で 深刻 さうな 電気 ナマヅ 氏 

が 話 を 切り だすと、 それ は それ は 面白い 魚 達の 内輪 話 

が 始まり、 さて 酒が 廻って くると、 話に 拍車 を かけて 

女の 話 やら、 猥談 やら それ は それ は 賑やかに なった。 

次いで 魚 達の エゴイズムが 酒に よって 発揮され てく 

ると、 あちこちで 悪口の 言 ひ 合 ひが 始まり、 怪しげな 



ダンスが 始まり、 席 は 益々 乱れて きた。 

蛸 氏 は グイ グイと 麦酒 を あほ リ、 傲然たる 態度 を 示 

して ゐ たが、 突然 席の 向 ひ 側に 坐って 飲んで ゐた カツ 

ォ 氏の 顔へ、 蛸 氏 は 手に した コップの 麦酒 を かけた、 

カツ ォ氏 はグッ と癩に 触った が、 酒の 上の ことと して 

勘弁し、 鰭 を もって 顔に か、 つた 麦酒 を 拭った、 する 

と 又もや 蛸 氏 は コップの 麦酒 を カツ ォ 氏の 顔へ かけた。 

度々 のこと にさす がの 温厚な カツ ォ氏 も、 非常に 腹 

をた て、 さて その 復謦の 方法と して カツ ォ氏 は、 食卓 

いれもの 

の 上の 醬 油の 容器 を パッと 蛸 氏の 顔に かけ、 次に その 

傍の 砂糖の 容器 を なげつけ、 つ、 V いて 酢の 入った 容器 



界 各国の 紙 風船 代表が、 それぞれ 紙 風船の 中に、 自分 

の 国の 空気 を 封 じこみ、 その 風船の 口 を 目張りし たも 

の を 持 寄り、 会場で それ を 叩きつ ぶして、 風船が 裂け 

る 音響に 依って、 各国の 『自由の 精神』 の 性質 を 知る 

とい ふ 点であった。 

第 X 回国 際パ ン ク ラブ 総会が 開かれ た、 フランス か 

ら やって きた クラブ 員 は、 紙 風船 を 手に して 壇上に 立 

つた。 

『諸君、 この 風船の 中に、 私が 入れて 持って 参リ まし 

た、 フランスの 風船の 破れる 音響に ついて、 或 ひ は 諸 

君 は その 音響の 余りに 低い ことに 不満 を 覚える でせ う 



然しながら この 風船の 中の 『自由の 精神』 は ヒュ— マ 

二 ズムと 申しまして、 決して 音響が 低い が 故に、 価値 

低い ものではありません、 将に その 反対であります I』 

フランス 代表 は、 かう 弁解が ましく 一席 述べてから、 

彼 は 掌の 上の 風船 を 力 いっぱい 叩いた。 

ところが 風船 は 柔らかい 生き物の やうに、 グニ ャグ 

ニヤして つぶれない、 彼 は 焦燥して 床に 風船 を 投げ、 

足で 強く これ を 踏みつけ ると、 やっと ボンと 低い 音が 

して 風船 はつ ぶれた。 

次に ドイツの パンク ラブ 代表が、 毛 だらけの 腕 をめ 

くって、 手の 上に のせた 風船 を、 力ま かせに 勢 ひこめ 



て 叩いた、 すると 恐ろしい 大 音響 を 発した、 ドイツ 代 

表 は 得意満面 

『斯 くの ごとく、 わが ドイツの 風船 は、 自由の 精神の 

声高い のであります』 

と 周囲 を 見廻した。 

すると フランスの 風船 代表が 承知 をし ません、 

『議長、 ドイツの クラブの 風船の 音 は、 真に 自由の 叫 

びで はない と考 へます、 何故ならば、 つま リ 風船の 内 

容物で ある 空気の 叫びで はなく して、 風船の 紙の 裂け 

る 音の 高さであります…』 

ドイツの クラブ 員 は 『違 ふ、 違 ふ I』 と 怒鳴り だし、 



ィ タリ— の 代表 も それに 加担し、 果て は、 ドイツと フ 

ランスと が 取っ組合 ひ を 始め 議場 は 混乱に 陥った。 

議長の 慰撫と、 再審査の 結果、 フランスの 代表に 対 

して は、 手で 叩きつ ぶすべき 風船 を、 足まで 使って 踏 

みつぶ したと いふ 点で 無効と なリ、 ドイツの 代表に 対 

して は、 ドイツの 風船の 音 は、 リベラリズム としての 

空気の 音で はなく、 ファシズム としての 紙の 音で ある 

と 認められて ケリ がつ いた。 

日本から も、 日本 パンク ラブ 代表と して、 老 詩人 X 

氏が 出席して ゐた、 彼 は 果して どんな 音響 を 立て、、 

日本の 風船 を 叩きつ ぶした であらう か、 日本 代表 はま 



もな く 日本へ 帰って きた、 そこで X 氏の 報告 を 兼ねた 

歓迎会が 開ら かれた。 

出発の 時の 馬鹿騒ぎに 較べて、 X 氏の 帰朝 歓迎会 は 

出席者 も 少なく 見る からに 淋しい 集りであった、 席上 

意地 の 悪 い 批評家 △ △ 氏が 卓上 演説のと き、 ク ラブ 代 

表 X 氏に むかって 

『噂に 依ります と、 パンク ラブ 日本 代表 は、 余 リ御老 

体であった ため、 風船 を 叩きつ ぶす 気力 もな く、 会場 

で 醜態 を尽 した 揚句、 やっとの 思 ひで 叩きつ ぶした と 

いふ ことです が I』 

と 無遠慮に 質問す る のであった。 



すると 日本 代表 X 氏 は、 や をら 席 を 立って、 洋服の 

上着の ポケットから、 折り畳んだ 風船 を とりだし、 そ 

れを 一 同に 示しながら 

『只今の 御 質問に 対してお 答へ いたします、 みなさん、 

私 は 会場で 風船 を 叩きつ ぶす どころ か、 この やうに 風 

船 を 折り畳ん だま ゝ 持ち帰った 有様です、 それ は 何故 

かと 申します と、 日本に はこの 紙 風船に いれて 国際的 

に 持ち出す やうな 『自由の 精神』 があった でせ うか、 

ありませんでした、 だから 私 は 風船に いれずに 出席い 

たした のであります I』 

と 答へ た。 



すると 意地の 悪い 批評家 は グッと 詰って しまったが、 

席の 一隅から 議論が いっぺんに もちあがった、 若い 批 

評 家 は 立って 斯うい つた 

『果して 代表の いはれ る やうに、 我国に 風船に いれる 

ほどの 一握りの 自由の 精神 もないで せう か、 もし 代表 

が あくまで 無い とおつ しゃるなら、 私 は 即座に あなた 

の 手に して ゐる 風船に それ を 吹き こんで お 目に かけ ま 

せう、 然しです、 その 風船 はとうて い 御 老体が、 遙々 

お持ちになる ことができない 程、 重い もので ありませ 

う I』 といって 笑った。 



て くれた ときには、 恐縮と いはう か、 感激と いはう か、 

実に 感動した ね I』 

と 穴熊 はす つかり 昂奮して、 獅子の 自由主義 を 森 中 

ふれ ま はった。 

ところが、 その 穴熊が それから かなり 経って から、 

若い 獅子の 家 を 再び 訪ねた が、 今度 は 前と は 少しば か 

り 様子が 変って ゐて、 獅子 は 何 か 不機嫌な 様子で あつ 

た。 

穴熊 は 煙草 を とりだして、 も ぢもぢ して ゐた、 それ 

は 獅子に 煙草の 火 をつ けて 貰 ふとい ふ 光栄に 浴したい 

からであった。 



すると 獅子 は 安楽椅子に 横にな つた ま 、 で 

『穴熊 君、 わしが 煙草に 火 をつ けて やらう』 

と 言 つたので、 穴熊 は 飛び あがる ほど 心の中で 嬉し 

がった、 しかし 獅子 は 椅子から 立ち あがらう ともしな 

いで、 頤で 先方 をし やくって から 『向 ふの 棚に ライタ ー 

が あるから、 君 こゝへ 持って来 給へ I』 と 命令 的に 言 

つた。 

帰り 際に は 『君、 外套 を 着せて やらう、 外套 をこゝ 

へ 持って来 給へ I』 といった。 

穴熊 は 自分の 外套 を恭々 しく 獅子の 傍まで 持って行 

くと、 W 子 は 寝そべつ たま、 で、 いかにも 面倒臭 さう 



に 穴熊に 着せた。 

穴熊 は 森の 小道 を 帰って くると、 ばったりと 狐に 逢 

つた、 狐 は 皮肉 さう に 質ね た。 

『穴熊 君、 やはり 君の 汚れた 外套 を、 獅子の 自由主義 

は 親切に 着せて くれた かね』 

『いや こんど は 調子が 変だった よ、 着せて やる から、 

自分で 持って来いと いったんだ』 

『殿様の 自由主義 なんて そんな もんだ よ、 機嫌 や、 風 

向きの 悪い ときには、 用心し 給へ、 まあ 自分の 外套 は 

なるべく 自分で 着る やうに した 方が ぃゝ ね』 といった- 



潰され、 大変な 騒ぎと なって 舞台裏まで 丸見えと なつ 

たが、 見物人 は 平気な 許りでなく 『まあ、 役者が ゐる 

間 は、 芝居が 続 くだらう し、 役者が ゐ なくなったら 劇 

団は 潰れる だら う I』 といって 見て ゐる ほど 平気で、 

政治 劇団の 人々 が 次第に 興奮して ゆく のと 反対に、 見 

物 人の 方 は 益々 冷静に なって ゆき、 見物人 も 殖えて 却 

つて 芝居が 繁昌 を 始めた が、 劇団 側に して みれば、 俳 

優 は 少なくな るし、 主役の なり 手が なくなって 益々 苦 

境に 陥った。 

次の 興業に も、 他の 都市から 嫌がる 俳優 を 連れてき 

て 主役に 据 ゑて 舞台に 立た した、 今度の 主役 もまた 背 



帽子の 法令 



(上) 

来つ き バッタ の 国で は、 お 低頭 をす る こと だけが、 

住民 達の 日常生活でした、 毎年 秋が くると、 昆虫 達の 

運命が か はるので した、 草の 露の 甘かった 味 も、 秋に 

なるとし ぶいに がい ものに なりました、 少しの 痛み も 

なく、 とつぜん 足が 関節から 離れて、 地面に ころがり 



一方の バッタ は、 いかにも 新しい 言葉 をみ つけだし 

たかの やうに 

「 やが て 冬 で > J ざ い ます わね —— 」 

とい ふと、 他の 一 匹 は あわてた やうに 

「ほんとうで ございま すわ、 寒くな つてい やで ござい 

ます わ —— 」 

とい ひました。 

二 匹の 女 バッタ は 街角で、 ながい あ ひだ、 お 低頭 を 

し、 冬が きて 霜が 降り、 自分た ちの 運命が、 木の葉と 

同じ やう に 散って しま ふこと に、 たが ひが フッ と 気が 

つくまでに は、 それから また 百 回 ほど もお じぎ をし ま 



(下) 

おじぎ 好きの バッタ たち は、 最初 は 帽子 を かぶった 

ま、 で、 頭 を 下げて、 挨拶 をし ました、 すると 帽子 は 

頭から 離れて 地面に 転げ落ちました、 かぶった まゝで 

お 低頭 をす ると、 帽子と いふ もの は 頭から 離れて、 転 

げる もの だとい ふこと が、 のみこめ るまでに は、 三十 

年 も か、 りました。 

帽子が ころげ 落ちて は、 おじぎが できない ので、 頭 

から 帽子 をぬ いで、 かるく 会釈して、 ふたたび かぶる 



あった ことが、 苦しくて ならなかった かの やうに 軽く 

頭 を 左右に ふりました。 

「ぁゝ 帽子、 国民の 帽子、 そして 我々 官吏の 帽子 だ、 

帽子、 帽子 だ、 国民と 帽子の 関係 は、 こんどの 法律で 

完全に 結ばれた わい I 」 

そのと き 電気に うたれ たやう に 頭の 芯が しびれた や 

うに 感じました、 お 役人 は そっと 頭に 手 を やって 帽子 

をぬ いで、 机の 傍に それ をお きました、 すると 帽子の 

ことで それまで 頭の 中が いっぱいであった のが、 こん 

ど は 頭 自身の- ,1 とが 急に 気に か 、 りました、 そこでお 

役人 は、 事務机の 上に のって ゐた、 鉄製の 分鎮 をと り 



あげて、 それで 頭 をた たいて みました、 すると どうし 

たこと でせ う、 いつのまにかお 役人の 頭 は 無くなって 

ゐ て分鎮 はい たづ らに空 をう ちました。 
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北海道、 鎌 倉、 逗子、 とい ふ 順序で 旅行に 出かけて、 

私 は 三 ヶ月 ほど 東京 を 留守に して ゐ ました、 東京に 帰 

つてき た 私の 眼に、 久しぶりの 東京 は、 華美で 享楽的 

な ものに 映 じました、 



省線 S 駅で 下車した 私 は、 ほっと 吐息 をし、 手に し 

た 小型 旅行 飽を 持ち か へたと き 背後から 名 を 呼ぶ 女の 

声が しました、 其処に 背の 高い 女が 立って ゐて、 私 は 

すぐに は 彼女 を 思 ひ 出せず、 眼 を ぱちぱ ちゃって ゐま 

した。 

遠い 記憶が、 引き出された やうに 

『あ、、 お 医者の 妹 だ —— 』 

と 眩 やいた のです。 

三 ヶ月 間に、 何とい ふ 彼女の 変り 方の 激し さで せう、 

私の 知って ゐた 彼女 は、 眼の 前に 立って ゐる 彼女と は 

ちがって ゐ たのです、 何とい ふ メイキャップの 方法 か 



しりません、 生れつきの 眉 を、 毛抜きで ぬきとり、 そ 

の 上に 人工的に 眉墨 を 引く やり方です、 女優 デイト 

リツ ヒ 型と でもい ふべき でせ う、 眉の 先端が 消える や 

うに 細く、 その 眉 も 引き 方で は 優しく 見えねば ならな 

いのに、 事実 は 反対でした、 眉と 鼻との 関係 はちゃう 

ど 英字の Y の やうで、 優しい どころ か、 『悪 ど さ 極まれ 

り I』 といった 眉の 引き 方であった のです。 

以前に 知って ゐた 彼女 も、 また さう した 種類の 眉 を 

引く 女で、 靴下 も 蛇の 鱗の やうな 光沢の ある もの を は 

き、 洋服の 柄 も、 原色 的な、 大きな 格子縞でした、 い 

ま 私の 前に 立って ゐる 彼女 は、 全く 変って しまって、 



純 日本的な 和服 姿な のです、 脂肪質な 女から、 脂つ 気 

をぬ いた 感じ を 受けました。 

彼女の 年齢 はいつ か 彼女 自身から、 聞いて ゐ たので 

確か 二十 五 歳です、 彼女の 名前 は それ を 聞く 機会が な 

く、 必要 もなかつ たので、 知らず 彼女 を 『お 医者の 妹』 

と 呼んで ゐ たのでした。 

『しばらくで 御座いま したわね、 旅行に いらして ゐた 

のです の I』 

と 彼女 はい ひました、 私 はうな づきました。 

彼女 は 顔 中 愛嬌 をた たへ、 私に 接近しながら いふの 

です、 



『お 差 支へ がなかったら、 お茶で も、 つきあって 下さ 

いません？』 

男と いふ もの は、 女との 交際の 機会 をい つも ねらつ 

てば かり ゐる もので はない のです、 されば といって 機 

会 を 決しての がす もので もない のです、 私 も 即座に 

『構 ひません よ、 I』 

と 答へ てし まった のです、 腹の 中で は 早く 家に 帰つ 

て 汽車の 疲れ を 治したかった のです、 三 ヶ月の 地方 旅 

行で、 すっかり 地方 人らしい 気持に なって ゐ たのです、 

私 は そのと き 都会人に は、 お茶 をのみ、 音楽 をき いて、 

疲労 を 治す 方法の ある こと を、 ふっと 思 ひだし ました。 



家に 帰って 寝て しま ふの も 休息で は あるが、 お茶で も 

のんで、 久しぶりに 都会の 娘と しゃべる の も 休息 だと 

考 へたので す。 

彼女と S 街の 街燈の 灯の 下 を 歩る きました、 

見れば 見る ほど 彼女 は 変化して ゐ るので す、 例へば 

悪魔が 神に 変った やうに です、 以前の 彼女 は 『悪い 奴』 

でした、 私 は 男 だから 男の 立場に 立って 身び いきに さ 

うい ひたいの です。 

なぜなら 彼女の 濃い 口紅 を ひいた 唇 は、 飯の か はり 

に 男 を 常食して ゐ るかの やうに 毒々 しかった からです 

しかし 今の 彼女 は 何事に 対しても 神の やうに 静かに 祈 



つ てゐる やうです。 

或る 洋菓子 店で、 二三 度 口 をき いた 程度の 私に むか 

つ て 祈る やうな 何 かしら 哀願 的な 態度 をみ せて ゐ るの 

です 

『以前と わたし 感じが 変って ゐ ません の』 

『大いに 変って ゐ ますね、 何 かしら ぼんやりと したや 

うな 様子です ね I』 

と 私 は 答へ ました、 ほんとう は 『気の 抜けた やうな 

感じ』 とその 時 言 ひたかった が、 さう は、 言へ なかつ 

たのです。 

以前の 彼女 は 炭酸の 利いた 清涼飲料水の やうに、 肉 



それでも 済むまい と 思った ので、 彼女の 兄が いま ど 

うして ゐ るかと 質ね ました。 彼女 は 兄 は 旅行に で、 東 

京に ゐな いと 答へ て、 何やら 兄の 行 先 や、 兄の 事情に 

ふれる ことが 喜ばない 風でした。 

私 は 彼女の その 兄で あると いふ 男と、 洋菓子 店で 偶 

然に 知り合った のです、 或る日 私 は 若い 友人と その 店 

のテ— ブル を 囲んで、 熱心に 話し こんで ゐ ました、 話 

が 『自然科学』 に ふれた とき、 一 隅から 私に 声をかけ 

た 男が あつたの です。 

『失礼です が、 貴方の いまのお 話し は 間違って は をり 

ませんで せう か I』 



格の 上で も 全く 似た ところがなかった ので、 この 二人 

が 兄妹 だと は そのと き 思はなかった のです。 

私 は 見 も 知らない 男から、 突然 非常に 論争 的な 態度 

で 話し掛けられ たこと は、 決して 良い 気持で はあり ま 

せんでした、 しかし 私 は 『これ は 面白い I』 と 好戦的 

な ものが、 ムラ ムラと わいて きました。 

『ひとつ 気の すむ まで、 何処の 馬の骨と も わからぬ こ 

の 男と 議論 をして やれ I』 

と 思 ひました ので 

『私が 何 か 間違って ゐる やうな、 貴方のお 話しです が、 

それ はどうい ふ 理由から でせ うか I』 



すると 彼 はっとめ て 冷静に しゃべら うとして、 嫌ら 

しい 程の 特別に 丁寧な 言葉 を 選んで、 話しかけて くる 

のでした。 

『はは あ、 あいつ は 英国 流の 紳士 だな I』 

と 直感し ました、 そこで 私 も 英国 流の 紳士 か、 十九 

世紀の 口 シャの 貴族の やうな、 胸糞の 悪くなる やうな 

形式的な、 くすぐったい ほどの 言葉 を 選んで 話しかけ 

て やれと 思った のです、 たと へば 

『君、 明日 僕の 処に 遊びに 来 給へ よ I』 

と 率直に 言っての ける ところ を 

『ちょっとお 伺 ひいた します が、 あなたの 御 都合が お 



よろしかったら、 お 差 支へ がご ざいませんでしたら、 

私の 宅までお 越し 下さいません でせ うか、 もしおいで 

下さる やうで したら 私の 一 家に とりまして、 これ 以上 

の 光栄 は ございません I』 

とい ふ 風な、 極度に 引きのば した 言 ひ 方で、 この 見 

も 知らぬ 議論 好きの 男 をから かって やれと、 ある 残酷 

な 気持に なった のです、 

『貴方と いふ 方 は、 私 はすこし も 存じません ので、 貴 

方 は どの やうな お 仕事 をして おいでで せう か、 一応 承 

つて をきたい のです I』 

すると 坡は 



『私 は 医者です I』 

と 無 愛さう にい ふので す 

『どこか 病院に でもお 勤めで I』 

『い、 え、 私 は 臨床医ではありません、 なんと 説明 致 

しませう か、 一 言で いへば 私 は 社会学 的 立場に 立って 

ゐる 医者です、 ある 肺病 研究所に 勤めて をり ます I』 

とい ふので す、 彼 は 普通のお 医者と はちが ふので し 

た、 検温器 を 病人の 脇の 下に はさんだり、 胸 をた たい 

たリ はしない のです、 日本 国中に どれ だけの 肺病 患者 

がゐ て、 それが どんな 数字 的な 割合で、 殖えたり、 へ 

つたり する か、 それ を 調査 研究す る 医者であった わけ 



です。 

この 医者 は、 最初 を そろし く 馬鹿丁寧に 私の 議論 を 

反駁 始めました、 私 は それに 輪 を かけて 馬鹿丁寧に 答 

へたり、 切り返した りしました ので、 彼 は 焦々 始め ま 

した。 ついに かう いふ 言葉 を 議論の 中に 挾みました、 

『失礼です が、 あなた はもつ と 自然科学に 就いて、 お 

調べ になる 必要が あります I』 

と 私に いふので す、 『お調べになる I』 と はこ、 では 

明らかに 『勉強し ろ I』 とい ふ 意味な のです、 この辺 

から 二人の 議論 はだん だん 丁寧 さ を 失 ひ 始め、 感情的 

になり 始めました。 



〇 新聞記者が 夜、 兵士の 宿舎に やって きて、 彼 は 『お 

い 徴発 だ II 』 と 叫んだ、 すると 兵士 はわれ 先にと 飛 

び 起きて 新聞記者に 尾いて くる、 一 同 は ある 一 軒の 支 

那の 豪商の 家に やって きた、 門が 幾重に も ある、 その 

家に は 下僕が 三十 人もゐ た、 そして 震へ てゐ た。 

づ かづ かと 奥まで 土足で 押し あがって みると 奥 室に 

一 人の 老爺 を そらく は 七十 位 だら うが、 端座して 立派 

な 仏壇の 前で 祈って ゐ たが、 この 新聞記者 は、 多少 彫 

刻 を やって ゐ たので、 まっさきに 老爺が 念じて ゐた仏 



像が なみなみならぬ 作で ある こと を 見て とって、 通訳 

を 通じてまず， ^ の 仏像 (恐らく は 高価で あらう と ころ 

の) を 譲って くれと いった。 

すると 老爺 はこの 仏像 は 先祖 代々 の 宝で あるし 尊像 

であるから ゆずれぬ といった、 然し その 時 は 既に 新聞 

記者の 手 は 仏像に か、 つて ゐた、 すると 老人 は それ を 

手で 押へ てこん な 品 は 信心家に とって は 値 打 は あるが、 

君達の やうに 戦争 をして あるく 人間に とって は 一 顧の 

値 打 もない もの だとい つた、 記者 は 『いや そんな こと 

はない、 自分の 国 は 仏教 国で あるから、 仏像の 値 打の 

ある こと 位 はわ かって ゐる I』 とい ひながら 仏像 を 奪 



ひとる やうに して、 手早く ふところの 財布 を ひらいて、 

十 円 銀貨 三 個 を ばら/ \ と 床の 上に 投げた、 

すると 柔和な ものい ひの かの 老人 は 烈火の やうに 怒 

り、 わしの 仏像 は 決して 金に は 変 へられる こと はない、 

ほんと 

もし 君が 真個う の 仏教の 信心家で あるの なら、 その 品 

は あなたに あげやう、 —— といった、 そして 静かに も 

のに 包んで 手渡した 新聞記者 は 赤面した そして その 包 

み を 抱へ て 引き あげてい つたが、 理由の わからない 悔 

恨が ひしひし とわいて きた。 



二人の 従軍記者 



きた、 そして 戦利品と して 当局との 諒解の 下に それ を 

まんまと 国へ もち かへ つた、 

新聞社の 編輯 局へ 同時に 着いた 甲乙 両 記者に 甲 記者 

が どし りと 机の 上に 投げ出し たもの は 青 龍 刀 五本で あ 

つた、 

甲 記者の 英雄的な 哄笑が ひ、 V いた、 ところで 乙 記者 

はォ— バ ー の 内 ぼけつと から 一 枚の 皿と 小さな 壺とを 

とりだして それ を 卓上に のせた 皿 は 紫が、 リ、 壺は朱 

の 色と 驚ろ く ほど 美しい ものであった、 

乙 記者 は 語り だした、 彼 は 戦地で 兵士の 一群と 行動 

を 共に した、 兵士 は 支那 X X の 博物館に 突入して 行つ 



た、 そして 銃の 尻で 陳列 品の ケ— スを 叩き こ はして 廻 

つた。 

この 混乱の 最中に、 彼 は その ケ— スの 中から 二つの 

品 を とりだして ポケットに 入れた、 それから それ を 背 

中に 背負 ふやう にして、 長い/ \ 時間 この こ はれもの 

を 大切に してきた、 帰途 朝鮮の 博物館に 寄って、 自分 

の もってき た 品と 同じ やうな 品が 列 ベら れてゐ たので 

自分の 品の 時代考証 をした、 その 品 は を そろし く 古く 

貴重な 品であった、 

こ、 まで 語って きて、 彼 はと ころで その 時価 は 壷が 

一万 二 千円、 皿が 八 千円の もので、 いまにも すぐに 金 



もあった 



無題 



一 人の 上京 学生が ゐた彼 は A 炭礦 所有 主の 息子で あ 

つた A 炭礦で は 炭礦 夫 達の 生活の 合理化の ために 共同 

炊事 や、 共同 購買組合 風の もの を 設けて ゐ ると、 二人 

の 左翼 学生に むかって 自分の 父親の 政策の 自由主義 的 

な こと を 誇りながら 語った。 

左翼 学生 は 質ね た、 そこで 礦夫 達の 娯楽 設備の 方 は 



どうな つて ゐ るね、 すると 彼 は 答へ た、 娯楽 は 当礦に 

は 設備され てゐ ない、 そこから 約 二 里 出た ところの B 

街に は あらゆる 娯楽 機関が あるので、 そこへ 終業 後出 

かけて ゆく とい ふ、 そこで 左翼 学生 はで は その 間の 路 

は バスで でも 行く のかね、 とい ふす ると 答へ て、 バス 

ではない XX 電鉄 (新設され た) の 電車が 八 分 をき に 

通って ゐる、 X X 電鉄で は 炭礦 夫 達の 娯楽と、 B 街の 

繁栄の ため その 電車賃 を 殆んど 実費に して ゐる、 そこ 

で 左翼 学生 は、 然し、 その 電車の 利用者 は 多い かどう 

かと 質ね る、 

炭礦 所有者の 息子 は 答へ て、 電車賃 は 実費に して 電 



車 も 利用され 易い やうに、 一 ヶ月 分の B 街 行の 電車賃 

X X を 月給から 天 引に して あると いふ そこで 左翼 学生 

は啞 然として、 その やり方 は 美事 だとい ふ、 僕 等の い 

ふ 娯楽と いふの は (文化 性) を 加味され たもの 以外に 

ない、 炭礦 夫が 労働 強化の 慰安 費 を まきちらす ために 

設備され た、 B 街の 淫売 窟ゃ、 呑屋 や、 いつまで きい 

て も 頭の よくなら ない 浪花節 小屋へ 彼等の 足 を 運ばす 

ために、 X X 電鉄 は 電車賃 を 実費に して あるの は その 

政策の 腹黒 さ だ、 もし 一 ヶ月 分の 電車賃 を 天引きされ 

た礦 夫が それ を 完全に 使 はず 山に 引 こもって ゐ たら、 

この 乗らない 電車に 支払 ふ 金 は 丸もう けぢ やな いか、 
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